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【目指すべき姿】 

多くの先人を育んできたふるさと塩竈を愛し、 

豊かな心と健やかな体を育みながら 

未来に羽ばたく塩竈っ子の育成を目指します。 

そして、子どもから大人まであらゆる世代が、 

多様な連携により交流する中で、 

ともに学び、ともに創り、ともに輝く、 

生涯学習社会の実現を目指します。 

 

【基本的な考え方】 

第６次塩竈市長期総合計画の２つのまちづくりの方向性のもと、 

６つの教育施策に取り組みます。 

１．第６次塩竈市長期総合計画 

〇子どもたちの笑い声があふれるまち 

 ＜健やかに育つ・育てる環境づくり＞ 

〇日常に彩りがあるまち 

＜生涯にわたって学びあえる風土づくり＞ 

２．６つの教育施策 

   施策１ 未来を担う子どもを育む教育の充実 

   施策２ 安全・安心で快適な学習環境の整備 

   施策３ 地域全体で教育を支える体制の充実 

   施策４ 学びの推進 

   施策５ 歴史の継承と文化芸術の振興 

 施策６ 生涯スポーツの推進 
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 Ⅰ 塩 竈 市 の 概 要 
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１．塩竈市の概要 

塩竈市は、日本三景松島湾の一部千賀の

浦周辺に発達し、奈良時代には大和政権の

東北前進基地として隣地に設けられた国府

多賀城の荷揚げ港として栄え、また、その

風光明媚な地形により古くは古今和歌集を

はじめ多くの歌に詠まれてきました。 

江戸時代には仙台藩の保護などもあり、

鹽竈神社の門前町、仙台への荷揚げ港、松

島遊覧の発着所として栄え、明治以降は、

東北本線の開通、重要港湾指定など港湾都

市として、また近代では東洋一といわれた

魚市場の水揚げで賑わう水産物の一大供給

基地として発展してきました。平成 13 年に

は東北初の特定重要港湾に指定されるなど、

国際貿易港としての役割も担っています。 

宮城県のほぼ中央、仙台市より北東へ 16

㎞に位置し、多賀城市及び利府・松島・七

ヶ浜の 3町に接します。西南北の 3方面は

住宅文教地帯を形成する丘陵地に囲まれ、

海岸線の埋立や丘陵地の住宅開発など、周

辺市町村に先駆け、いち早く市街地を形成

し、商工業地帯としても発展してきました。 

また、特別名勝松島湾内の浦戸諸島は、

春の菜の花、夏のマリンスポーツそして新

鮮な海の幸を求める人で賑わいます。 

 

 

市の木  鹽竈ザクラ 
 

サトザクラ系の八重桜。 

淡い紅色の大輪で、めしべ

が変化した 3 枚の小さな葉

が、花の中心に見られる。 

  鹽竈神社の鹽竈ザクラは、

国指定の天然記念物。 

市の花  白菊 

市 紋 章 

旭日に躍動する黒潮をあしらい、躍進する港湾都市を象徴したもの。 

昭和 16年 11月 23日の市制施行を記念して、 

翌昭和 17年 4月に制定。 

 

 塩竈市市制 80 周年を記念し、これからの未来に向けて、塩
竈の魅力を守り育てていくための象徴として、一般公募によ
り決定。 
 
≪ロゴマークに込めた塩竈の魅力のイメージ≫ 
 歴史ある鹽竈神社の門前町、地域の発展を支えた港町とし
て培われた特有の地域資源や、豊かな海の恵み、それらの魅力
を体感できる暮らしをイメージしたものとなっています。 

塩竈シティプロモーションロゴマーク 
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２.人口の推移 

 

○ 人口及び世帯数（住民基本台帳・各年度末）                       （単位：世帯、人） 

 

人 口 世 帯 1世帯

平 均 

人 員               

有 権  

者 数 総 数 
男 女 

総 数 本 庁 浦 戸 
本 庁 浦 戸 本 庁 浦 戸 

令和 3 年度 52,863 25,249 147 27,308 159 23,897 23,727 170 2.21 45,847 

令和 4 年度 52,296 24,963 140 27,046 147 24,058 23,887 171 2.17 45,341 

令和 5 年度 51,891 24,751 135 26,868 137 24,239 24,074 165 2.14 44,930 

令和 6 年度 51,533 24,534 129 26,740 130 24,440 24,278 162 2.11 44,550 

令和 7 年度 50,833 24,212 126 26,370 125 24,469 24,310 159 2.08 44,070 

 

○ 年代別人口の推移（住民基本台帳・各年度末）                        （単位：人） 

 総 数 
年齢階層別 自然動態 社会動態 自然増減 

＋社会増減 15歳未満 15～64歳 65歳以上 出 生 死 亡 転 入 転 出 

令和 3 年度 52,863 5,404 29,328 18,131 253 750 1,753 1,747 △ 491 

令和 4 年度 52,296 5,278 28,913 18,105 229 803 1,822 1,815 △ 567 

令和 5 年度 51,891 5,181 28,677 18,033 233 794 1,842 1,686 △ 405 

令和 6 年度 51,533 5,088 28,503 17,942 207 803 1,890 1,652 △ 358 

令和 7 年度 50,833 4,904 28,095 17,834 178 794 1,703 1,787 △ 700 

 

 

 

  

  

 

人口ピラミッド

（平成 13 年 3 月

31 日現在） 

人口動態 
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（歳） 
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３．塩竈市の歳時記 

 

 

 

1/1 初詣  9月頃（～12月） まぐろはえ縄シーズン 

1/4 

1月上旬 

魚市場初せり 

塩竈消防団出初め式 

  

 

ブランドメバチマグロ 

「三陸塩竈ひがしもの」シーズン 

1月成人の日前日 二十歳を祝う会   しおがまさま神々の月灯り 

1/14 鹽竈神社どんと祭（裸まいり）  9/29 志波彦神社遷座記念祭 

1月中旬 浦戸消防団出初め式    

1月下旬 新春民謡まつり 

（塩竈民謡連合会主催） 

10月第1日曜日 

10月上旬 

塩竈市民スポーツフェスティバル 

浦戸カキむき始まる 

    塩釜市芸術文化祭 

立春前日 鹽竈神社 節分祭  10月中旬 塩釜魚市場開放どっと祭 

2月下旬 浦戸、白魚漁始まる  10月下旬 塩竈の醍醐味 

 塩竈の醍醐味    

 塩釜甚句全国大会  11月中旬 塩竈市美術展 

    塩竈市内、造り酒屋新酒の仕込み 

3月上旬 公民館まつり   秋の門前市 

3/10 鹽竈神社 帆手祭（火伏せ祭）   のりの初入札 

3月中旬 卒業シーズン  11/15 かまぼこの日 

   11/23 初穂曳き 

4月初旬～中旬 入学シーズン  11月下旬 仲卸市場買い物ツアー盛ん 

4月中旬 しおがまさま神々の花灯り    

4月第4日曜日 鹽竈神社花まつり  12/1 鹽竈神社嘉津良比祭 

 しおがま市民まつり  12/1～1/14 しおがま蔵出し新酒まつり 

   12月上旬 歳末助け合い市民芸能祭 

5月頃（～10月） まぐろ旋網シーズン   （実行委員会主催） 

5月初旬 鹽竈ザクラ（国天然記念物）開花  12月中旬 鹽竈神社しめ縄造り・飾り付け 

5月中旬 鹽竈神社二色フジ開花  ～1月上旬 しおがま☆がんぱっぺージェント 

 春の門前市    

     

7/4～6 御釜神社 藻塩焼神事    

 （県無形民俗文化財）    

7月第2日曜日 流鏑馬神事（やぶさめ）    

7/10 鹽竈神社例祭    

7月海の日前日 

 

 

7月第3月曜日 

（海の日） 

塩竈みなと祭 前夜祭 

（花火大会・各種イベント） 

魚魂祭 

塩竈みなと祭 

（陸上パレード・ 御神輿の海上渡御） 

   

7月下旬 海水浴シーズン（浦戸）    

     

     

     

  

  

  

3月の帆手祭、4月の花まつり、7月の塩竈みなと祭は

「ふるさとみやぎまつり百選」に選ばれています。 

また、塩竈みなと祭は、“第19回ふるさとイベント大

賞（平成 26 年)で内閣総理大臣賞（大賞）を受賞して

います。 

みなと祭（鳳凰丸） 

7月第3月曜日(海の日) 
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Ⅱ 令和８年度 教育基本方針 
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令和８年度塩竈市教育基本方針 

 

 第２期塩竈市教育振興基本計画に掲げる「目指すべき姿」の実現に向け、子どもたちの健やかな成長

を支える体制の充実を図りながら、ふるさと塩竈への愛着と誇りの醸成に向けた施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―  ともに学び 時をつなぎ 人が輝く  － 

 

 １．教育基本方針（令和８年度市政運営基本方針を踏まえたもの） 

  ≪健やかに育つ・育てる環境づくり≫ 

  (1)「学校再編」 

    ・令和７年度に実施した教職員やＰＴＡの方々、学校運営協議会、附属機関会議等との意

見交換を踏まえ、具体的な方策を含めた方針案について意見交換を行い、方針を策定 

 

  (2)学校教育 

    ・「ともに学び 時をつなぎ 子どもが輝く授業～しおがま学びの１０の視点～」を踏ま

え、各学校の実情に応じた授業研究が促進されるよう学校を支援 

    ・「語彙力」や「読解力」といった基礎学力定着のための「朗誦教育」を推進 

    ・学習支援及び子どもの居場所づくりを行う「寺子屋しおサポ」を本格実施し、大学生ボ

ランティア等の協力を得ながら学力向上の取組を推進 

 

  (3)情報教育 

    ・学習支援クラウドやＡＩ型ドリル等を積極的に活用し、情報活用能力などこれからの社

会に必要な力を育成するとともに、家庭での学習環境の充実を推進 

    ・民間企業と連携し、多様な学びの機会の提供と幅広い知識の習得を支援 

【目指すべき姿】 

多くの先人を育んできたふるさと塩竈を愛し、 

豊かな心と健やかな体を育みながら、 

未来に羽ばたく塩竈っ子の育成を目指します。 

そして、子どもから大人まであらゆる世代が、 

多様な連携により交流する中で、 

ともに学び、ともに創り、ともに輝く、 

生涯学習社会の実現を目指します。 
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(4)教育環境の整備 

    ・第二中学校の長寿命化改良事業（Ⅲ期工事・屋内運動場）として、老朽化対策とともに

空調設備を整備 

    ・衛生環境向上及び避難所機能の強化のため、小中学校校舎及び体育館のトイレ洋式化改

修工事を実施 

    ・第一小学校の敷地内の急傾斜地対策を実施 

 

  (5)学校給食 

    ・老朽化が進む学校給食施設の今後の在り方について、最適な給食提供方式の検討を実施 

    ・小学校給食費について、国が開始する学校給食費の負担軽減に伴い、国の基準額を上回

る給食費を負担 

・中学校給食費について、保護者の負担軽減を図るため、一部を補助 

  

  ≪生涯にわたって学びあえる風土づくり≫ 

  (6)歴史・文化の継承 

    ・地域への愛着を深められるよう、本市の歴史や文化、自然について学ぶ機会を引き続き

提供 

    ・市民や観光客からのニーズが高い浦戸諸島に、「島そのものを博物館」をコンセプトと

して文化財や史跡名勝等の解説パネルを順次整備 

 

  (7)スポーツの振興 

    ・屋外スポーツ施設のグラウンドの環境整備の充実 

    ・共に体を動かし、高い技術・経験に触れられる機会を設けるため、一流アスリートを招

聘し、運動振興の拡大を推進 

    ・中学校における部活動の地域連携・展開、環境の整備を図るため、検討委員会を組織し、

ガイドラインの策定を推進 

 

  (8)市制施行１００周年を見据えた取組 

    ・子どもたちの成功体験や自己肯定感、挑戦意欲を育むため、「しおがまっ子夢応援プロ

ジェクト」を引き続き実施 

    ・子どもたちが広い視野を身につけ、国際的に活躍できる人材になれるよう、海外研修を

引き続き実施 

    ・子どもたちの創造性や発想力を育むため実施してきた「アートプロジェクト事業」を拡

充し、芸術・文化面からまちづくりに統一感を持たせつつ、塩竈らしい魅力の創出と未

来を担う人材育成を推進 
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Ⅲ 教 育 行 財 政 
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１．教育委員会の組織 

 

塩竈市教育委員会は、5 人の委員で構成されている。委員は、人格が高潔で、教育、学術及び文

化に関し識見を有するもののうちから、市長が市議会の同意を得て任命し、任期は 4 年である。

教育長は、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有するもののうちから、市長が市議会の同意を

得て任命し、任期は 3 年である。 

教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する。 

また、教育委員会の権限に属する事務を処理するために、教育委員会に事務局が置かれる。 

 

○ 教育委員 （令和 8 年 4 月 1 日現在） 

職   名 氏   名 職 業 委   員   任   期 

教 育 長 黒 田
く ろ た

 賢 一
け ん い ち

  令和 7年 4月 2日～令和 10 年 4 月 1日 

教育長職務代理者 髙 橋
た か は し

 輝 兆
て る よ し

 医 師 令和 6 年 10 月 1 日～令和 10 年 9 月 30日 

委 員 松 田
ま つ だ

 攝 子
せ つ こ

 元小学校長 令和 5年 10月 5日～令和 9年 10月 4日  

委 員 佐 藤
さ と う

  香
かおり

 幼 稚 園 長 令和 6 年 10 月 1 日～令和 10 年 9 月 30日 

委 員 菅 井
す が い

 信
の ぶ

吉
よし

 会 社 員 令和 7 年 10 月 7 日～令和 11 年 10 月 6 日 

 

     教 育 長            教育長職務代理者 

  

 

 

  

 

委   員 委   員 委   員 

髙 橋 輝 兆 

松 田 攝 子  佐 藤  香 

黒 田 賢 一 

菅 井 信 吉 
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２．塩竈市組織図
(令和8年4月1日現在)

市職員総数 名 (教育委員会職員数 名)

68

薬 剤 部 8

看 護 部 77

事 務 局

事 務 局

議 会

監 査 委 員

会 計 管 理 者

3

6事 務 局

8

業 務 課 11

選挙管理委員会 2

上 水 道 課 20
11

会 計 課 7

上 下 水 道 部

下 水 道 課 1446
事 務 部

ま ち づ く り
・ 建 築 課

21

医 療 安 全
管 理 部

土 木 課 18

感 染 管 理 部 1
市 立 病 院

地 域 医 療
連 携 セ ン タ ー

14
163

病院事業管理者
健 康 管 理
セ ン タ ー

2

産 業 建 設 部 商 工 観 光 課 13

診 療 部 49

高 齢 福 祉 課 19

健康づくり課 11

水 産 振 興 課 14

産 業 推 進
専 門 監

1

福 祉 子 ど も
未 来 部

子ども未来課 20
スポーツ振興係 3

119 保 育 課 46
(塩釜ガス体育館) (温水プール)

浦 戸 振 興 課 14 (公民館本町分室) (美術館) 

(遊ホール) (市民図書館) (視聴覚ｾﾝﾀ-)
生 活 福 祉 課 22

生 涯 学 習 係 6

社会教育企画係 3

保 険 年 金 課 15 (エスプ) (公民館) 

収 納 課 12

環 境 課 15 生 涯 学 習 課 13

市 民 課 20 (青少年相談センター)

市 民 生 活 部 税 務 課 18 (教育支援センター「コラソン」)

95

4 (ALT 3)
危 機 管 理 課 5

61 （うち指導主事 2） 学 習 支 援 係 2
※派遣含む

管 財 契 約 課 8
教 育 部 学 校 教 育 課 8 学 校 教 育 係

財 政 課 10 第三中学校 2 玉川中学校 1

3 第二中学校 2
75 秘 書 広 報 課 11

（うち再任用1）

総 務 部 政 策 課 14
中 学 校 4 校 8 第一中学校

総 務 人 事 課 24 杉の入小学校 2 浦戸小中学校 3

危 機 管 理 監 1
月 見 ヶ 丘
小 学 校

2 玉川小学校 1

第二小学校 1

公 民 共 創
推 進 専 門 監

教 育 長
　　※浦戸中学校含む （うち再任用1）

第三小学校 4

政 策 調 整
管 理 監

1 小 学 校 7 校 15 第一小学校 2

副 市 長 保 健 食 育 係 4

施 設 係 6
技 監 1

647 61

市 長

教 育 総 務 課 16 教 育 総 務 係 5 （うち再任用1）
教 育 委 員 会

（うち社会教育主事1）
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３．教育委員会事務分掌 

 

教育総務課  

教育総務係  

(1)   教育行政に関する企画、立案及び総合調整に関すること。  

(2)   委員会の会議に関すること。  

(3)   公印に関すること。  

(4)   事務局の組織及び定数に関すること。  

(5)   職員の任免、賞罰、給与、服務、研修、福利厚生その他人事に関すること。  

(6)   教育予算の編成に関すること。  

(7)   規則、規程の原案の審査並びにこれらの制定、改廃に関すること。  

(8)   公文書の審査並びにその収受、発送及び保存に関すること。  

(9)   委員会後援名義に関すること。  

(10)  儀式、表彰及び交際に関すること。  

(11)  附属機関の委員の人事に関すること。  

(12)  陳情、請願に関すること。  

(13)  市長の事務部局、議会事務局その他の機関との連絡調整に関すること。  

(14)  物件の出納保管並びに諸契約に関すること。  

(15)  補助金、負担金及び交付金等の執行の審査に関すること。  

(16)  委員会の所掌に係る予算執行の総括に関すること。  

(17)  教育予算の配当に関すること。  

(18)  職員の給与その他の給付に関すること。  

(19)  学校その他の教育機関の物品出納に関すること。  

(20)  委員会に係る経理事務に関すること。  

(21)  所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。  

(22)  法第 26 条の規定による点検及び評価並びにその公表に関すること。  

(23)  教育財産（施設及び設備を除く。）の管理に関すること。  

(24)  その他、他課の所管に属さない事務に関すること。  

 

保健食育係  

(1)   児童生徒の健康診断に関すること。  

(2)   就学時健康診断に関すること。  

(3)   学校医、学校歯科医、学校薬剤師及び保健主事に関すること。  

(4)   学校保健会に関すること。  

(5)   学校給食の運営実施に関すること。  

(6)   その他学校保健、学校給食に関すること。  

(7)   児童生徒の食育指導に関すること。  

 

施設係 

(1)  教育財産（施設及び設備に限る。）の管理に関すること。  

(2)  学校施設の建設改良に関すること。  

(3)  学校施設の維持管理に関すること。  
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(4)  その他教育機関の施設の補修に関すること。  

(5)  法令に基づく負担金及び補助金に関すること。  

 

学校教育課  

学校教育係  

(1)   教育委員会所管の県費負担教職員の人事に関すること。  

(2)   学校の組織編成その他学校管理に関すること。  

(3)   教科用図書の無償給与事務に関すること。  

(4)   児童生徒の就学に関すること。  

(5)   校長の事務引継に関すること。  

(6)   教職員団体に関すること。  

(7)   教職員の叙位、叙勲の内申及び表彰に関すること。  

(8)   青少年相談センターの指導助言及び連絡調整に関すること。  

(9)   教育支援センター（コラソン）運営事業に関すること。  

(10)  その他学校教育に関すること。  

 

学習支援係  

(1)   学力向上についての調査研究及び企画に関すること。  

(2)   教科用図書の採択その他の教材に関すること。  

(3)   教育課程に関すること。  

(4)   進路指導に関すること。  

(5)   生徒指導に関すること。  

(6)   特別支援教育に関すること。  

(7)   その他学力向上に関すること。  

 

生涯学習課  

社会教育企画係  

(1)   生涯学習の総合的な計画及び企画調整に関すること。  

(2)   社会教育施設に関すること。  

(3)   塩竈市生涯学習センターの管理運営及び連絡調整に関すること。  

(4)   塩竈市民交流センターの管理運営及び連絡調整に関すること。  

(5)   市民文化の育成、文化活動の奨励及び振興に関すること。  

(6)   課の庶務に関すること。  

 

生涯学習係  

(1)   生涯学習に関する情報の収集及び提供その他普及啓発に関すること。  

(2)   生涯学習に関する事業の実施に関すること。  

(3)   国際化に係る企画調整及び促進に関すること。（中学生国際交流研修事業

に限る。）  

(4)   地域学校協働活動に関すること。  

(5)   社会教育関係団体の育成及び連携に関すること。  

(6)   ユネスコ活動に関すること。  

(7)   文化財保護の企画調整に関すること。  
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(8)   文化財の調査、保存、活用に関すること。  

 

スポーツ振興係  

(1)   体育・スポーツの企画調整に関すること。  

(2)   体育・スポーツ団体及び指導者の育成、指導助言に関すること。  

(3)   体育・スポーツ施設の管理運営に関すること。  

(4)   塩竈市スポーツ施設に関すること。  

(5)   学校施設の開放に関すること。  

(6)   その他体育・スポーツの普及振興に関すること。  
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４．令和８年度予算の概要

　重点課題に適切に対応する事業や、第６次塩竈市長期総合計画の実現に向けた事業、未来への礎の

創造に繋げる事業を計上した予算です。総額254億9,000万円となり、教育予算の総額は25億5,400万円で

全体に占める割合は10.0％となっています。

（単位：千円）

教育費の推移（当初予算） （単位：千円）

一般会計

教育費

(一般会計に占める割合)

1.教育総務費 249,984 14.9% 255,445 15.6% 306,697 10.7% 360,629 9.6% 416,134 16.3%

2.小学校費 415,686 24.7% 413,508 25.3% 488,834 17.0% 646,097 17.2% 712,389 27.9%

3.中学校費 328,073 19.5% 369,945 22.6% 398,840 13.9% 490,432 13.0% 666,647 26.1%

4.社会教育費 448,401 26.7% 413,951 25.3% 548,340 19.1% 656,439 17.5% 544,914 21.3%

5.保健体育費 238,562 14.2% 184,532 11.3% 1,130,835 39.4% 1,606,756 42.7% 213,916 8.4%

（注）構成比については、端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。

21,620,000

令和5年度 令和6年度

25,170,000

7.8%

令和4年度

11.4%7.2%

1,680,706 2,873,546

22,680,000

1,637,381

10.0%

27,590,000

13.6%

令和7年度

（単位：千円）

3,760,353

令和8年度

25,490,000

2,554,000

民生費

10,391,013

40.8%

総務費

3,551,237

13.9%

教育費

2,554,000

10.0%

衛生費

2,366,672

9.3%

土木費

2,187,043

8.6%

公債費

2,113,435

8.3%

消防費

789,820

3.1%

その他

1,536,780

6.0%

教育総務費

416,134

16.3%

小学校費

712,389

27.9%

中学校費

666,647

26.1%

社会教育費

544,914

21.3%

保健体育費

213,916

8.4%

一般会計

歳出予算額

25,490,000千円

教育費

2,554,000千円

   （単位：千円） 

※その他の内訳 議会費 

労働費 

農林水産業費 

商工費 

222,162 

65,000 

471,555 

622,200 

災害復旧費 

諸支出金 

予備費 

1 

125,862 

30,000 
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５.令和8年度の教育委員会の主要事業

（単位：千円）

令和8年度
予算額

学校規模の適正化の検討事業 448千円

学習支援教室「寺子屋しおサポ」運営事業 500千円

学習支援推進事業 19,377千円

情報教育推進事業 16,283千円

中学校学校給食食材購入支援事業 15,120千円

小学校学校給食費負担軽減事業 159,250千円

学校給食実施方式検討支援業務委託事業 6,050千円

中学校長寿命化改良事業 308,669千円

小中学校トイレ改修事業 33,000千円

小学校急傾斜地対策事業 14,695千円

ふるさとの文化財等標識設置事業 829千円

グラウンド管理事業 2,190千円

スポーツ振興事業 3,500千円

学校部活動の地域移行検討事業 255千円

しおがまっ子夢応援プロジェクト事業 1,220千円

国際交流事業 5,280千円

アートプロジェクト事業 6,186千円

事　　　　　　　業
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Ⅳ 学 校 教 育 
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１
．
学
校
別
施
設
状
況

（
令
和
8
年
5
月
１
日
　
現
在
）

区
分

学
校
名

建 物

運 動 場

実 験 実 習 地

そ の 他

第
一

小
学

校
4
,
1
7
0

7
,
3
9
0

4
,
2
9
9

1
5
,
8
5
9
3
4
2

5
,
9
7
0

6
,
3
1
2

9
0
4

5
7

9
6
1

1
8

1
1

1
1

1
1

第
二

小
学

校
5
,
6
1
8

6
,
6
8
4

7
,
1
1
7

1
9
,
4
1
9

7
,
9
4
0

7
,
9
4
0

1
,
3
1
4

1
,
3
1
4

2
2

1
1

1
1

1
1

1
2

第
三

小
学

校
6
,
4
5
0

8
,
5
0
0

4
,
3
4
8

1
9
,
2
9
8

5
,
7
7
2

3
1

5
,
8
0
3

1
,
1
4
3

1
,
1
4
3

2
7

1
1

1
1

1
2

1
1

月
見
ヶ

丘
小

学
校

8
,
8
1
8

5
,
2
5
0

4
,
0
7
3

1
8
,
1
4
1

4
,
1
8
5

6
1
1
2
0

4
,
3
6
6

1
,
1
5
9

9
5

1
,
2
5
4

2
1

1
1

1
1

1
2

1

杉
の

入
小

学
校

5
,
6
5
1

3
0
,
9
6
7

2
5
2

3
6
,
8
7
0

5
,
2
0
4

5
,
2
0
4

1
,
1
9
5

7
9

1
,
2
7
4

2
3

1
1

1
1

1
1

玉
川

小
学

校
4
,
3
3
9

5
,
4
2
6

2
,
2
1
9

1
1
,
9
8
4

3
,
5
6
3
1
1
9

2
1

3
,
7
0
3

7
0
3

1
1

7
1
4

1
8

1
1

1
1

浦
戸

小
学

校
5
3
1

1
,
1
0
0

1
,
6
3
1

1
3
6

7
4

2
1
0

3
1

小
学

校
計

3
5
,
5
7
7

6
5
,
3
1
7

2
2
,
3
0
8

0
1
2
3
,
2
0
2
3
4
2

3
2
,
7
7
0
2
8
5
1
4
1

3
3
,
5
3
8

4
,
8
1
1

1
,
7
8
1

6
8

6
,
6
6
0
1
3
2

6
0

6
4

0
0

6
1

5
9

1
5

0

第
一

中
学

校
6
,
8
1
0

8
,
8
2
0

1
,
5
7
6

1
7
,
2
0
6
3
1
3

5
,
7
4
5

6
,
0
5
8

8
2
0

8
2
0

1
8

2
1

1
2

2
1

1
2

1

第
二

中
学

校
1
1
,
7
6
9

1
0
,
8
3
2

1
0
,
2
3
5

3
2
,
8
3
6

5
,
8
4
1
1
3
1

5
,
9
7
2

1
,
3
6
4

1
,
3
6
4

1
7

2
1

1
1

2
1

1
2

2
1

第
三

中
学

校
1
9
,
4
7
3

1
9
,
4
7
3

4
,
7
1
8
3
7
1

6
0

5
,
1
4
9

1
,
3
8
3

1
,
3
8
3

1
5

1
1

1
1

2
1

1
1

玉
川

中
学

校
2
5
,
0
8
9

1
3
,
5
0
1

1
8
,
3
8
3

5
6
,
9
7
3

6
,
2
2
9

6
,
2
2
9

1
,
3
6
4

1
,
3
6
4

1
9

2
2

1
2

2
1

1
1

1
1

浦
戸

中
学

校
5
,
6
6
9

1
,
1
0
0

1
0
,
8
5
0

1
7
,
6
1
9

1
,
0
8
8
2
0
8

1
,
2
9
6

7
8
7

7
8
7

3
1

1
1

1
1

1
1

中
学

校
計

4
9
,
3
3
7

3
4
,
2
5
3

4
1
,
0
4
4

1
9
,
4
7
3

1
4
4
,
1
0
7
3
1
3

2
3
,
6
2
1
7
1
0

6
0

2
4
,
7
0
4

3
,
5
1
5

2
,
2
0
3

0
5
,
7
1
8

7
2

8
0

6
0

5
7

9
0

5
5

5
5

2

合
計

8
4
,
9
1
4

9
9
,
5
7
0

6
3
,
3
5
2

1
9
,
4
7
3

2
6
7
,
3
0
9
6
5
5

5
6
,
3
9
1
9
9
5
2
0
1

5
8
,
2
4
2

8
,
3
2
6

3
,
9
8
4

6
8

1
2
,
3
7
8
2
0
4

1
4

0
1
2

4
5

7
1
5

1
1
0

1
4

6
1
0

2

※
公
立
学
校
施
設
台
帳
よ
り
引
用
し
て
お
り
、
普
通
教
室
を
特
別
教
室
に
転
用
し
て
い
る
学
校
も
有
る

*
浦
戸
小
学
校
は
浦
戸
中
学
校
敷
地
内
に
併
設

特
　
　
別
　
　
教
　
　
室

屋
内
運
動
場
面
積
　
（
㎡
）

保
　
　
　
有

借 用

計

多 目 的

ス ペ ー ス

鉄 骨 造

理 科

生 活

音 楽

美 術

技 術

教 育 相 談

普 通 教 室

校
　
地
　
面
　
積
　
（
㎡
）

校
　
舎
　
面
　
積
　
（
㎡
）

鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 造

鉄 骨 造

木 造

計

鉄 筋 コ ン ク
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４．市立小中学校紹介            

  

※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要 
 

 

 

 

 

 

 
〔校地面積：15,859㎡〕 

〔標高：26.9m(校舎)26.2m(校庭)〕 第一小学校 

〒985－0056 
塩竈市泉ヶ岡１－１ 

（Tel 362-2011 Fax 362-2680） 
開  校 明治 6年 6月 30日 
校長名 髙橋 紳一郎 
児童数 195人（9学級） 
職員数   25人 
校  木  ①サンゴジュ 
    ②キンモクセイ 

 

１．教育目標 
志をもち、仲間と共にたくましく未来を拓く子供の育成 

～ 「ふるさと塩竈」のまち・人・心をつなぐ学校 ～ 

＜目指す子供像＞ (1) 思いやりのある子供（徳育） 

(2) 自ら学ぶ子供（知育） 

(3) 最後までやり抜く子供（体育） 

 

２．教育目標を達成するための重点施策 
  (1) 魅力ある・行きたくなる学校づくりの推進 

温かな学級づくりを土台とした「居場所づくり」「絆づくり」 

(2)「かかわる・もとめる・はたす」の３つの視点を意識した夢や希望を育む志教育の充実 

(3) 生活科・総合的な学習を核としたふるさと教育の充実 

(4)「しおがま学びの１０の視点」を意識した授業づくりの推進と校内研究の充実、 

「一小学びのスタンダード」の定着、朗誦教育の推進 

(5) 特別支援教育の充実（特性に応じた支援）、ＩＣТ機器の効果的な活用 

(6) 自ら課題を見付け、見通しをもって取り組む習慣を形成する家庭学習の充実 

(7) 基本的な生活習慣「学校ルール４つの当たり前」の定着（自分から挨拶・約束を守る・ 

靴揃え・話を聞く） 

(8) 業間マラソン・外遊び等を奨励した健康な体づくり 

運動能力調査結果を踏まえた重点指導項目の設定と体育の授業の工夫改善 

(9) 危険予測、危険回避能力の育成、震災学習等による防災意識の向上 

 
３．特色ある教育活動等 

(1) 学校支援ボランティアを活用した教育活動の充実 

(2) みやぎの算数教育改善プラン事業による授業改善の推進 

(3) 「しおがま学びの１０の視点」を踏まえた授業づくりへの挑戦 

(4) 小中連携授業による第一中学校の英語教諭の外国語〔第５・６学年〕授業の実践等 

専門性を生かした指導体制の充実 

(5) 「小１プロブレム」の解決に向けた幼稚園・保育所(園)との積極的な交流 

(6) 体力向上のための年間を通したマラソン・なわ跳び・外遊び等の奨励 

(7) 学校図書館の読書環境の充実と読み聞かせボランティアの活用 

(8) コミュニティ・スクールの機能を生かした地域学習や地域人材の活用 

地域行事への参加等、シビックプライドをもつ児童を育成する活動の充実 
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                                 ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 
 

〔校地面積：19,419㎡〕 

〔標高：47.4m(校舎)46.7m(校庭)〕 
 

第二小学校 

〒985-0072 

塩竈市小松崎 10番 1号 

（TEL 362-2221 FAX 362-4969）

開  校 大正 14年 9月 1日 

校長名 菅原 淳 

児童数 413人（18学級） 

職員数  35人 

校 木  ポプラ 

  
１．教育目標 

《校訓》 

明るく（明朗） すすんで（進取） さいごまで（努力） 

《目標》 

志をもち、未来に羽ばたく児童の育成 

 

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 確かに学ぶ子供の実現を目指して 

① 適切な日本語を用いて学びを深める 

② 基礎的・基本的な学習内容の定着 

③ 課題を発見・解決する力を伸ばす授業への転換 

(2) 社会性を育む子供の実現を目指して 

① 家庭と連携した挨拶と丁寧な言葉使いの徹底 

② 道徳科の授業を中心とした心の教育の充実 

③ 地域や近隣校と連携したシチズンシップ教育の充実 

(3) 命を大切にする子供の実現を目指して 

① 家庭と連携した１日６０分間の運動の推進 

② 学校給食を活用した食育の推進 

③ 地域や専門機関と連携した体力・運動能力の向上と安全教育の充実 

 

３．特色ある教育活動等 
(1) 「ともに学び時をつなぎ、子供が輝く授業～しおがま学びの１０の視点～」を授業改善 

の視点とした、「できる・分かる」喜びを味わえる授業を実践する。 

(2) 利府支援学校塩釜校との交流を通して、他者理解や思いやり、協力することの大切さを

育てる心の教育を推進する。 

(3) アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムの活用により、「生活の連続性」と 

「学びの連続性」を目指す。 

 

 

  

  
命を大切にする子供 社会性を育む子供 確かに学ぶ子供 
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          ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 
 

〔校地面積：19,298㎡〕 

〔標高：7.8ｍ(校舎)7.3ｍ(校庭)〕 

 

 

 

 

 

 

 

第三小学校 

〒985-0023 

塩竈市花立町 15番 1号 

（TEL 362-2323 FAX 362-2324） 

開 校 昭和 10年 9月 7日 

校 長 谷内 幸絵 

児童数 391人（17学級） 

職員数  39人 

校 木 鹽竈ザクラ 

 

 １．教育目標 

認め合い、学び合い、高め合う児童の育成 

  《目指す児童像》○よく考え、進んで取り組み、粘り強い子ども 

         ○自分や友達を大切にする子ども 

          ○心も体もたくましい子ども 

《目指す学校像》児 童：よさが認められ一人一人が輝く学校 

        保護者：安心・安全で信頼できる学校 

        地 域：未来の作り手をともに育てたい学校 

        教職員：心にゆとりを持って生き生きと働ける学校 
  

２．教育目標を達成するための重点施策 

(1) できる喜びを感じさせる学力・体力の向上  

    ①「確かな学力」を育む教育活動 

    ② 教職員の研修の充実 

    ③ 体力の向上 

(2) しなやかな心の教育の充実 

    ① 心のしなやかさを育てる教育活動の推進 

    ② 「キャリア」教育の推進 

    ③ 心通う生徒指導の推進 

    ④ 特別支援教育の充実 

(3) 学校・家庭・地域社会との連携 

   ① 「たくましさ」を育む教育活動の推進 

   ② 「命を守る」教育活動の推進 

   ③ 「関わり合い、絆を深める」教育活動の推進 

 

３．特色ある教育活動等 

(1) 「目指せ！全校 10000冊」の取組や電子図書の導入による読書活動の推進 

(2) 音読集「シオーモ」を活用した朗誦教育の推進（暗唱カードを活用した暗唱検定） 

(3) 学年担任制（３年以上）や合同授業など、教員チームでの学習指導と生活指導の充実 

(4) コミュニティスクールの推進と体験活動、地域連携活動の充実 

(5) 近隣中学校と連携した実践的な避難訓練と実践的なミニ訓練の実施 

(6) 特別支援学級、通級指導、サポートルームなど教育体制の充実と積極的な教育相談の充実 

(7) 児童の学びに向かう姿勢を確立するための、保護者ボランティアの有効的な活用 

(8) 塩竈神楽「鯛釣り舞」や「よしこの塩竈」など地域文化の伝承 

 

 

【幼保小の交流】 

【保護者ボランティアの協力に

よる暗唱検定】 
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 ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 

 
〔校地面積：15、859㎡〕 

〔標高：56.0m(校舎)55.8m(校庭)〕 

 

 

 

 

 

 

 

月見ヶ丘小学校 

〒985-0066 

 塩竈市月見ヶ丘 2番 1号 

(Tel 362-2441 Fax 362-2492) 

開 校 昭和 32年 5月 1日 

校長名 藤村 博之 

児童数 418人（21学級） 

職員数 49人 

校 木 アカマツ 

  

１．教育目標 「 夢や希望をもち 心豊かに やさしく たくましく生きる児童の育成 」 

【目指す子ども像】 

思いやりのある子ども  ＜やさしく＞ 

進んで学ぶ子ども    ＜かしこく＞ 

健康でたくましい子ども ＜たくましく＞ 

 

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 子供を主人公にした学校づくりの推進（志教育との関わり） 

『かかわる』：楽しい学級づくり。児童会活動・異学年交流の充実 
『もとめる』：「考え、議論する道徳科授業」を核に、教育活動全体を通した道徳教育の充実 
『は た す』：自立的で志を高める活動の実施 
 

(2) 子供一人一人を主語にした授業の推進 
① 質の高い主体的な学び・協働的な学びのある授業 
② ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業 
③ 校内研究やＯＪＴ、各種研修による授業力の向上 
  算数教育改善プラン事業（塩竈市県教委指定２年目）への取り組み 
④ 児童生徒の交流の充実 
⑤ 小１プロブレムへの対応 
 

(3) 心の安心と豊かさを保障する環境整備の推進 
① 心の居場所となる教室（サポートルーム）の確保と整備。 
② 生徒指導の実践上の４つの視点を意識した働き掛け 
③ Ｑ－Ｕを活用した学級集団づくり 
④ 児童会活動・異学年交流の充実 
⑤ ＳＣによる定期的継続的な相談機会の確保 
⑥ 場に応じた挨拶や言葉遣いの指導 
 

(4) 命を守る健康教育と安全教育の推進 
① 教科体育の充実（豊富な運動量の確保、補助運動の工夫、各種カードの活用） 
② 体力・運動能力調査の結果を踏まえた教科体育の指導 

③  健康管理の意識向上と習慣付け（手洗い･うがい、換気、歯磨き指導等） 

④ 危険回避能力の育成（安全教育の充実、命の尊さを学ぶ保健教育の充実） 

⑤ 栄養教諭を中心とした職員の推進 

 

３．特色ある教育活動等 
(1) 学習習慣の確立と学習意欲の向上を目指す「自立した学習者を育成する授業」の推進。 
(2) ＰＴＡや地域等との連携による教育活動の充実（集楽祭、交通安全教室、清掃活動等） 
(3) 豊かな感性と心を育てる「月見祭」や「音楽発表会」、「キャップ・ハンディ体験」の取組 
(4) タブレットの活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の推進  
(5) 地元の食材を生かした食育活動（ふるさと給食、笹かまづくり体験等） 

(6) 中学校の乗り入れ授業、授業参観、歌声交歓会を中心とした小中連携教育 

(7) 「スマイルサロン月見」実施による地域の方との交流 

24



 

※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 
〔校地面積：36,870㎡〕 

〔標高：9.4ｍ（校舎）6.8ｍ（校庭）〕 

 

 

 

 

 

 

杉の入小学校 

〒985-0005 
塩竈市杉の入一丁目 19番 1号 
（TEL 364-9440 FAX 364-9199） 
開 校 昭和 52年 4月 1日 
校 長 阿 部  崇 
児童数 472人（20学級） 
職員数  40人 
校 木 鹽竈ザクラ 

  

１．教育目標 

    心豊かに たくましく 進んで学び続ける 児童の育成 
＜目指す児童像＞ ○ 優しさと思いやりのある子供（徳） 
         ○ よく考え、進んで学ぶ子供（知） 

            ○ 心も体もたくましい、健康な子供（体） 

２．教育目標を達成するための重点施策 

(1) 豊かな心を育む活動の充実と子供の居場所づくり≪徳≫ 

   ① 「杉の子憲章」「杉小しぐさ」を踏まえた「思いやり」と「親切」の具現化 

   ② いじめ・不登校への組織的対応 

   ③ 「くろしお児童会」主体の活動充実による自己有用感の醸成 

   ④ 読書活動の推進 

   ⑤ 自己実現に向けた学校行事の改善と精選 

 ⑥ 道徳的諸価値の理解を深める「考え、議論する道徳」の展開 
(2)「ともに学び 時をつなぎ 子供が輝く授業」の推進≪知≫ 

   ① 「しおがま学びの 10の視点」を踏まえた授業づくりの推進 

   ② 特別支援教育の理念を基盤とした個に応じた支援 

   ③ 基礎的・基本的事項を定着させるための「朝の活動」の活用 

   ④ 「学習の約束」の徹底、学習規律の定着、確立 

   ⑤ 各教職員の得意分野を生かした授業力向上 

   ⑥ 「５つの提言」を踏まえた授業の展開 

  (3) 健やかで、たくましい体の育成≪体≫ 

   ① 徒歩通学の奨励 

   ② 運動能力テストの結果を生かした教科体育の充実  

   ③ 各種カードを活用し、目標達成を意識した活動の展開 

      ④ 外遊びの奨励 

⑤ 給食を核とした栄養指導の充実 

  (4) 学校を支える組織体制の確立≪組織≫ 

   ① 外部人材の活用            

   ② 幼保小連携・小中連携教育の推進  

   ③ 安全・防災体制の充実と学ぶ環境の整備  

   ④ 家庭との連携による学ぶ意欲の向上   

   ⑤ 積極的な学校運営への参画 

⑥ 働き方改革の推進と「信頼される教職員」の育成 

３．特色ある教育活動等 

(1) 幼保小中の連携による学校教育の充実 

   ① 「しおがま学びの 10の視点」を踏まえた授業づくりの推進 

   ② 第二中学校区における研修会や児童・生徒・教職員の交流活動の充実 

   ③ 幼保小の連携強化(「アプローチ」「スタート」両カリキュラムの積極的な活用) 

(2) 学校運営協議会を核としたコミュニティ・スクール運営の推進    

   ① 「進んであいさつができる子供」の育成を重点育成児童像として学校・家庭・地域が 

それぞれの立場から子供たちへのアプローチを行う。 

 

外部人材の活用 

読書活動の充実 
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※標高は(校舎)については職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要 

 
〔校地面積：11,984㎡〕 

〔標高：28.7m(校舎)25.6m(校庭)〕 玉川小学校 

〒985-0042 
塩竈市玉川 2丁目 9番 1号 
(TEL 364-9441 FAX 364-9451) 
開 校 昭和 52年 4月 1日 
校 長 渡邊 宏紀 
児童数 323人(16学級) 
職員数  32人 
校 木 鹽竈ザクラ 

 

１．教育目標 

未来をみつめ、共に学ぶ、心豊かな、たくましい子供の育成 
＜目指す子供像＞ ○共に学ぶ子供(知育)  〇心豊かな子供(徳育)  〇たくましい子供(体育) 

  
２．教育目標を達成するための重点指導目標【玉っ子６つのゴール】※児童と職員が共有する目標 

(1) 共に学ぶ子供の育成のために 

① 学習の約束を身に付け、進んで取り組みます。 

・学習の約束を守ります。・家庭学習に取り組みます。・タブレットを正しく使います。 

② 本をいつも読んでいます。 

・図書室の本を進んで読みます。・ノーメディアデーは読書します。 

・シオーモタイムで朗唱します。 

(2) 心豊かな子供の育成のために 

① ことばを大切に使います。 

・あったかことばを使い、ちくちくことばは使いません。 ・進んであいさつをします。 

② お互いのよさや違いを認める学級・学年をつくります。 

・いじめは絶対にしません。・「安心・安全」が一番 ・人の心と体を大事にします。 

・○○運動に取り組みます。 

(3) たくましい子供の育成のために 

    ① 元気な心と体をつくります。 

      ・ゴーゴーデーは外で遊びます。・心配なことは相談します。 

    ② 自分の命は自分で守ります。 

・登下校は安全に歩きます。・災害について考え行動します。・危険なことは絶対にしません。 
   

３．特色ある教育活動等（上記の６つのゴール具現化への重点方策） 
(1) 教師の授業力の向上 

みやぎの算数教育改善プラン事業において授業毎１０％の改善目標を設定し、授業実践を基に授業 

の充実を図る。 

(2) 学習内容の確実な定着 

AI ドリルによる個別最適な学びの実現と家庭と連携し家庭学習の習慣化と質の向上を図る。 

(3) 言語能力の向上や集中力を高める読書活動の充実 

「シオーモタイム」を推進し、朗誦チャレンジや発表会などの自校化を図る。 

(4) 社会的自立を促す生徒指導の推進 

児童が自己有用感や自己存在感をもつことのできる取組を教育活動に位置づける。 

（活動の振り返りの重視） 

(5) コミュニケーション能力の育成 

児童会活動を通した異学年交流で、児童の豊かな人間性や社会性を育成する。 

(6) 地域を生かした教育活動の充実 

年４回の玉川チャレンジデー（玉チャレ）を設け、社会教育機関と連携しながら児童の主体的な学 

びを促す。 

(7) 体力・運動能力の向上 

体育的行事を活用した児童の目標設定(運動会、体力・運動能力調査、web縄跳び大会等)や「外に 

GoGoDay」（毎月０と５の付く日は外遊びの日）を設定した外遊びの励行を行う。 

(8) 不安や悩み解消のための相談機会の充実 

年間を通した「生活アンケート」の実施と個々の児童との面談期間を設定し、相談機会の充実を図る。 

(9) 発達段階に応じた安全教育の実施 

災害・安全に関するポータルサイト等を積極的に活用し、自助の意識を高める。 
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                                    ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 

 

〔校地面積：19,901㎡〕 

〔標高：22.9m(校舎)21.0m(校庭)〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦戸小学校 

〒985-0193 

塩竈市浦戸野々島字馬越8番地 

(TEL 369-2412 FAX 369-2277)

開 校 昭和 28年 6月 1日 

校長名 舘内 俊 

児童数 17人(3学級) 

職員数 12人 

校 木 トベラ 

 

１．教育目標 

◎学校教育目標『主体的に学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる児童を育成する。』 

◎めざす児童像『主体的に学ぶ児童』『思いやりのある児童』『たくましい児童』『礼儀正しい児童』 
 

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 小中一貫教育を推進する 

◆「浦戸スタンダード」による指導と積極的な校種間交流 

① 浦戸スタンダードを基本として、学び方、生活の仕方の定着を図る。 

    ② 特色ある教育課程や「浦戸探究科」を通じて、自己表現できる児童の育成を図る。 

(2)「しおがま学びの１０の視点」を生かした授業改善に努め、個に応じた指導を推進する。 

◆「個別最適な学び」「協働的な学び」の推進 

   ① 「しおがま学びの１０の視点」の授業づくりの方向の下、「学びの保障」と「協働的な学 

び」を基盤とした授業改善に積極的に取り組む。 

   ② 「個別最適な学び」「協働的な学び」の視点から授業を構成するとともに、ＩＣＴを活用 

した学習活動の充実を図る。 

③ 乗り入れ授業等を通して小中の連携を図り、９年間を見据えた学習指導を推進する。 

  (3) 環境（人・自然・文化）を生かした特色ある教育活動を推進する。 

◆地域や外部支援者と連携した双方向の活動 

    ① 豊かな自然や地域人材を活用し浦戸のよさを体験し、浦戸への感謝の気持ちと浦戸のた 

めにできることを考え発信・実践する態度を養わせる。 

   ② 自ら進んで地域の歴史や文化を学び、浦戸を理解し、浦戸に親しみ、浦戸を愛する教育 

を推進する。 
 

３．特色ある教育活動等 
(1) 教育課程特例校として、浦戸の豊かな自然環境や文化、伝統、歴史などの地域素材を生か

した教科横断的な学習を行うことを通して、自己や社会人としての生き方を見つめていく

ための資質・能力を育成することをねらいとした「浦戸探究科」を設置している。アサリ

採取、海苔すき体験、牡蠣むき体験、カヌー体験、洋上巡り体験、創作演劇活動（ＡＣ

Ｔ）などの特色ある活動を行っている。 

(2) 施設一体型小中一貫校の特色を生かし、小中合同の行事や交流活動、小中乗り入れ授業な

ど、９年間を見据えた教育を推進している。 

 

 

 

 

 

 

【海苔すき体験】      【創作演劇活動（ACT）】       【洋上巡り体験】 
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校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 

 

〔校地面積：21,108㎡〕 

〔標高：47.7ｍ(校舎) 47.5ｍ(校庭)〕 

 

 

 

 

 

 

 

第一中学校 

〒985-0073 

塩竈市みのが丘 3番 1号 

（TEL 362-1321 FAX 362-1811） 

開 校 昭和 22年 4月 1日 

校 長 我妻 敬一 

生徒数 265人（11学級） 

職員数  35人 

校 木 鹽竈ザクラ 

 

 １．教育目標 
    「自ら学び、互いを認め合い、誇りをもって生きる生徒の育成」 

    ○自らの成長を実感し、学びに前向きに取り組む生徒 

    ○仲間の良さを認め、互いに支え合いながら学校生活を送る生徒 

    ○困難に直面しても、自分の居場所と価値を見失わない生徒 

 

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 生徒が誇りをもてる学校づくりの推進 

① 日常の生徒の小さな成長や挑戦を言語化し、学級で認める取組を積み重ねる。 

② 学級・学年・学校の行事等において、生徒が役割を果たし達成感を得られる場面を意図 

的に設定する。 

     ③ 教職員間で、生徒理解や指導の視点を共有し、共通理解のもと生徒を支える。 

  

(2) 学びに向かう力を高める授業改善と学習支援の充実 

① 「分かる」「できる」を実感できる授業づくりを意識し、授業のねらいと振り返りを大 

切にした実践を蓄積する。 

② 学力を点数だけで捉えず、学習への意欲や取組の過程を評価・共有する視点を学校全体 

で確認する。 

③ 支援を必要とする生徒について、学年・教科の枠を越えて情報を共有し、学校としての 

支援の方向性を揃える。 

 

(3) 安心して学び続けられる支援体制と生徒の居場所づくりの充実 

① 不登校の未然防止の視点から、日常的な生徒の変化に気付く体制をつくる。 

② 校内の支援体制の役割を整理し、相談しやすい流れを明確にする。 

③ 関係機関や外部資源と連携し、学校だけで抱え込まない支援を進める。 

 

３．特色ある教育活動 
(1) 塩竈の地域人材を生かし、地域に根ざした教育活動を推進する。(志教育) 

総合的な学習の時間において、地域の人材や施設を活用し、地域に根ざした文化的･体育的 

学習体験並びに職場体験、福祉施設でのボランティア活動などを実施する。 

(2) 小中連携教育を実施し、義務教育９年間を見通した教育活動を推進する。 

小学校英語科への中学校教員による乗入授業や、小学校教育理解研修、児童生徒の交流 

を通して進学時の円滑な接続と学校課題（学力向上、不登校問題）の解決に努める。 
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       ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要 

〔校地面積：32,836ｍ２〕 

〔標高：24.6m(校舎)22.5m(校庭)〕 

 
 
 
 
 

 

 
 

第二中学校 

〒985-0084 

塩竈市楓町 2丁目 10番 1号 

（TEL 362-1431 FAX 365-3430)  

開校年月日 昭和 22年 4月 1日 

校長名   松﨑 和佳子 

生徒数   311人（11学級） 

職員数   37人 

校木    鹽竈ザクラ 

 
１．教育目標 
○教育の土台として 「一に命」 「二に生き方」 
○学校教育目標 
知育 ～生きる力を育てる～ 主体的に学び未来を切り拓く力 
徳育 ～人としての心を育てる～ 他者を尊重する心、感謝の心 
体育 ～心身の健康を大切にし、挑戦する姿勢を育てる～ 

○校訓 
親和一誠 

みんなが互いに敬意と信頼をもって接し、感動と温かさがあふれ、人と命を育む 
自発協力 
自分からやらずにはいられない気持ちが、内側から自然に湧き出し、協力し合う心を生む 
  

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 確かな学力の保障                                     自修館 

    ○学びの質を高める 
      ○主体的・対話的で深い学び 
     ○基礎・基本の徹底と実践力 

(2) 豊かな人間力 
     ○思いやりと感謝の心 
     ○豊かな感性と道徳心 
   ○多様性を尊重する心 

(3) 命・心を守る力 
    ～防災～ 
      ○安全・安心な環境づくり 
      ○命を守る防災教育      

(4) 学校・保護者・地域の共育力 
    ○地域とつながる学び 
    ○開かれた学校づくり 
   ○ふるさとを愛する心 
 
３．特色ある教育活動等 

(1)「しおがま学びの１０の視点」の理念を生かした学力向上対策と小中連携教育の推進 
(2) 進路・生き方を考える系統的な体験活動（校外学習・立志発表等） 
(3) 豊かな心を育てるために全校で取り組む合唱 
(4) 地域との関わりを大切にした行事の取組（みなと祭参加・落葉清掃・市総合防災訓練） 
(5) 学校の伝統を引き継ぐ縦割り活動（体育祭：縦割り応援） 
(6) 自修館を活用した、自主的な学習への取組の推進 

落葉清掃                 立志発表会                よしこの塩竈 

～心～ 
○一人一人の人権と人間性を尊重する 
○人が嫌がることをしない「いじめをなくす」 
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                                     ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要 
 

 

 

 

 

 

 

〔校地面積：19,473㎡〕 

〔標高：24.2m(校舎・校庭)〕 

 

 

 

 

 

 

 

     第三中学校 

〒985-0831 

多賀城市笠神 2丁目 1番 1号 

（TEL 362-0969  FAX 366-1551） 

開 校 昭和 22年 4月 1日 

校長名 佐藤 秋生 

生徒数 188人(9学級) 

職員数  32人 

校  木 鹽竈桜 

 
１．教育目標 

  「心身ともに健やかで、豊かな心と、自主自立の精神をもって行動できる生徒の育成」 
―自律し、協働する三中生― 

  《目指す生徒像》 

    ○ 心身ともに健康で、自他のよさを認め合い、思いやりのある生徒（優しく） 

    ○ 志をもち、自ら進んで学習や諸活動に取り組む生徒（賢く） 

    ○ 共に助け合い、粘り強くたくましい生徒（逞しく） 

 

２． 教育目標を達成するための重点施策 
(1) 自他のよさや可能性を認め合い、協働による活動を通し、自己肯定感や自己有用感を育む。 

【折れない心（レジリエンス）を育む】 
① 特別活動の充実（「絆づくり」と「居場所づくり」） 
② 「道徳科」の授業の充実   
③ 教育相談活動の充実 

(2) 自己を見つめ、視野を広げ、夢や志をもてる体験・学習活動を展開する。 
【地域とつなぐ志教育】 
① キャリア形成に向けた体験学習の充実（志教育の充実） 
② 総合的な学習の時間における学習活動の充実 

(3) 生徒一人一人が見通しをもち、課題解決に向けて協働し、学び合う授業を実践する。 
① 分かる授業づくりの推進 
② 家庭学習の充実  ③ 読書活動の推進 

(4) 学校・家庭・地域の連携を図り、安心・安全な環境づくりに努める。 
① 安全・防災教育の充実 
② 地域活動への積極的な参画 

 

３．特色ある教育活動等 
(1) 健やかな体の育成【体】 

全校体育の取組により、粘り強く努力する精神を養い、学級で協力することで達成感

や所属感を味わわせながら更なる体力向上を目指す。 

(2) 豊かな人間性と健全な社会性の育成【徳】 

中学校区の小・中学生、高校生が話し合いを通していじめ防止のための具体的な取組

を考え、実践する「アルカス塩釜」 

(3) 確かな学力の育成【知】 

授業のねらい・課題の明確化、対話による思考・表現力の深化 

(4) 多様なニーズに応じたきめ細かな教育の推進 

学び支援教室「ほっとルーム」の組織的な運営 
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          ※標高(校舎)については、職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 

 
〔校地面積：58,174㎡〕 

〔標高：43.2m(校舎)34.9m(校庭)〕 玉川中学校 

〒985-0064 

塩竈市権現堂 19番 1号 

(TEL 362-1631  FAX 367-4729） 

開 校 昭和 37年 4月 1日 

校長名 大川口 裕義 

生徒数 379人（14学級） 

職員数  37人 

校 木  けやき 
  
１．教育目標 

  「自ら学び、心豊かな、心身共にたくましい生徒の育成」 

   目指す生徒像 

    ○求めて学習し、よく考える生徒   ○礼儀正しく、思いやりのある生徒 

    ○心身を鍛え、最後までやり抜く生徒 
 

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 学力の向上     ①「学びの共同体」「１０の視点」による授業改善  

②教師の指導力の向上  ③自主学習習慣の形成 

(2) 豊かな心の育成   ①玉中アゲハの推進 ②道徳教育の充実 

③生徒主体の生徒会・部活動 

(3) 心身の健康の増進  ①心身の健康の向上と体力の向上 ②部活動で人間性の育成 

③防災と復興に関する学びと行動化 

④不登校やいじめの未然防止 

(4) 開かれた学校づくり ①小中連携教育の推進 ②学校の今が分かる情報発信 

③地域と連携した諸活動の充実 
 

３．特色ある教育活動等 

(1) ①「学びの共同体」「１０の視点」による授業づくり ②ハートフルタイム（読書、ＡＩ 

ドリル活用） ③学習サークル（個別最適な学びに近隣高大生をボランティアとして） 

(2) 『玉中アゲハ』の推進。「ア」は温かい挨拶、「ゲ」は靴箱（げた箱）の靴をそろえる、

「ハ」は朝のハートフルタイムの充実。この活動を通して豊かな心を育む。 

(3) 体育祭では、1学年から 3学年まで縦割り集団を組織し、生徒の主体性や自治的な姿勢 

を育む。 

(4) 地域と連携した清掃活動（ひろとも運動）の実施や祭への参加をとおして、ふるさとへ 

の関心を高め、貢献しようとする態度を育てる。 

(5) 小中連携教育を推進し、小学校への英語の乗り入れ授業や児童生徒の交流行事、教員 

同士の教育活動を活性化させることで、長期の視点で子供を見守り地域連携のよさを 

育む。 

 

   

 

 

 

【体育祭の縦割り応援】 【「ひろとも」運動】 【小中連携の交流行事】 【玉中学習サークル】 
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                                ※標高は(校舎)については職員玄関口の高さを記載している 

校名・校章 概     要  

 

 

 

 

 

 

〔校地面積：19,901㎡〕 

〔標高：22.9m(校舎)21.0m(校庭)〕 浦戸中学校 

〒985-0193 

塩竈市浦戸野々島字馬越 8番地 

（℡ 369-2008 Fax 369-2277） 

開  校 昭和 22年 4月 1日 

校長名 舘内 俊 

生徒数 18人(3学級) 

職員数 10人 

校 木 クロマツ 
 
１．教育目標 

◎学校教育目標『主体的に学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒を育成する。』 

◎めざす生徒像『主体的に学ぶ生徒』『思いやりのある生徒』『たくましい生徒』『礼儀正しい生徒』 
   

２．教育目標を達成するための重点施策 
(1) 小中一貫教育を推進する 

◆「浦戸スタンダード」による指導と積極的な校種間交流 

① 浦戸スタンダードを基本として、学び方、生活の仕方の定着を図る。 

    ② 特色ある教育課程や「浦戸探究科」を通じて、自己表現できる生徒の育成を図る。 

(2) 「しおがま学びの１０の視点」を生かした授業改善に努め、個に応じた指導を推進する。 

◆「個別最適な学び」「協働的な学び」の推進 

   ① 「しおがま学びの１０の視点」の授業づくりの方向の下、「学びの保障」と「協働的な学 

び」を基盤とした授業改善に積極的に取り組む。 

   ② 「個別最適な学び」「協働的な学び」の視点から授業を構成するとともに、ＩＣＴを活用 

した学習活動の充実を図る。 

③ 乗り入れ授業等を通して小中の連携を図り、９年間を見据えた学習指導を推進する。 

  (3) 環境（人・自然・文化）を生かした特色ある教育活動を推進する 

◆地域や外部支援者と連携した双方向の活動 

    ① 豊かな自然や地域人材を活用し浦戸のよさを体験し、浦戸への感謝の気持ちと浦戸のた 

めにできることを考え発信・実践する態度を養わせる。 

   ② 自ら進んで地域の歴史や文化を学び、浦戸を理解し、浦戸に親しみ、浦戸を愛する教育 

を推進する。 
  

３．特色ある教育活動等 
(1) 教育課程特例校として、浦戸の豊かな自然環境や文化、伝統、歴史などの地域素材を生か

した教科横断的な学習を行うことを通して、自己や社会人としての生き方を見つめていく

ための資質・能力を育成することをねらいとした「浦戸探究科」を設置している。アサリ

採取、海苔すき体験、牡蠣むき体験、カヌー体験、洋上巡り体験、創作演劇活動（ＡＣ

Ｔ）などの特色ある活動を行っている。 

(2) 施設一体型小中一貫校の特色を生かし、小中合同の行事や交流活動、小中乗り入れ授業な 

ど、９年間を見据えた教育を推進している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【  島 巡 り  】       【カヌー体験】        【海苔すき体験】 
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５．学校保健・安全教育

 (1) 児童生徒の保健管理
　①  健康実態調査を実施して、児童生徒の体位の実態を把握し、その向上に努めている。
　②  継続的な健康観察によって、児童生徒の保健管理・保健指導の基盤とする。
　③  定期健康診断の結果に基づき、異常者あるいは疑わしい者に対しては精密検査を実施し、

 その管理指導に努めている。

　　☆　塩竈市内小中学生の体位

　　　ア　身長（平均値）
（単位：cm）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

全国 県

男 116.7 117.1 117.1 116.9 117.3 116.7 116.9

女 115.8 116.2 116.1 117.0 116.7 116.0 115.5

男 122.6 123.4 122.6 123.1 123.2 123.1 122.6

女 121.8 121.7 121.4 122.3 123.3 122.3 121.9

男 128.5 129.2 128.4 128.6 129.0 129.0 128.6

女 127.7 128.6 128.3 127.8 128.3 128.9 127.9

男 134.0 134.5 133.7 133.9 134.6 134.5 134.1

女 134.1 135.1 134.7 134.8 134.2 134.5 135.0

男 139.7 140.0 139.4 139.2 140.0 140.3 140.1

女 141.1 142.0 141.6 141.9 142.0 140.7 141.1

男 146.0 147.1 145.2 146.0 146.3 146.6 146.6

女 147.8 148.2 147.1 148.0 148.3 148.2 147.4

男 154.0 154.7 154.4 154.0 155.0 154.6 154.6

女 152.3 152.4 152.4 151.9 152.6 152.9 152.4

男 161.1 161.3 160.5 161.4 161.3 161.9 161.3

女 155.0 155.3 154.6 154.8 154.5 155.1 155.2

男 166.1 166.1 165.3 165.2 166.4 165.5 166.6

女 156.4 156.3 156.3 155.7 156.2 155.5 156.4

　　　イ　体重（平均値）
（単位：kg)

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

全国 県

男 21.4 21.8 22.1 22.2 21.7 21.7 21.4

女 21.0 21.4 21.9 23.0 21.9 21.6 21.0

男 24.2 25.1 25.4 25.2 25.0 24.6 24.6

女 23.7 23.6 24.0 25.1 25.0 24.7 24.6

男 27.6 28.4 29.0 29.3 28.6 28.3 27.7

女 26.9 27.4 28.3 27.4 28.2 28.4 27.9

男 31.2 31.9 31.9 33.4 33.4 32.2 31.9

女 30.5 32.0 31.5 32.7 30.9 32.0 32.3

男 35.2 35.5 36.5 36.6 37.3 37.5 36.7

女 35.0 36.9 36.8 36.6 37.4 35.5 36.7

男 39.6 40.7 40.7 41.9 41.1 42.2 42.3

女 40.1 41.3 41.5 42.5 41.3 42.2 40.5

男 45.3 46.9 46.9 46.8 47.9 46.8 48.2

女 44.4 45.3 45.8 46.1 46.1 45.6 46.6

男 50.5 51.5 52.0 52.6 51.6 52.1 52.0

女 47.5 48.3 49.3 47.8 49.6 49.0 48.9

男 55.0 56.1 54.7 56.4 56.5 55.0 56.3

女 49.6 50.3 51.3 51.6 49.6 51.7 51.0

※全国・宮城県値については、文部科学省が実施する学校保健統計調査から引用

中
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区　　　分
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小
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６．学校給食 
 

平成 17 年に「食育基本法」が施行され、児童生徒の心身の健全な発達と、生涯にわたる自らの

健康づくりの為の食育の重要性が位置付けられた。本市では、各学校において「基本的生活習慣の

確立～はやね・はやおき・あさごはん～」、「塩竈ならではの“おいしさ”あふれる食文化の継承」

等を重点的に取り組んでいる。 

給食運営については、給食センターの在り方について検討するとともに、「塩竈市行財政推進計

画」に基づき、これまでに全中学校を委託しており、令和 2年度からは小学校の調理業務の一部民

間委託を進めている。 

学校給食運営プランの基本目標である「学校給食の充実」「食育の推進」「効率的な運営」の三つ

の柱により、安全・安心な給食の提供を目指します。 

 

☆ 学校給食実施状況                    ＜令和 8年 5月 1日現在＞  

【学  校  数】    12校 （小学校：7校、中学校：5校）※浦戸小中学校は併設 

【児 童 ・ 生 徒 数】  3,383人 （小学校：2,254人、中学校：1,129人） 

【給食提供状況等】 ※教職員数は常勤のみ 

  

〔小学校〕～単独校調理方式（玉川小を除く。玉川小は第二小との親子調理方式）  

      ※第二小に利府支援塩釜校の児童・教職員数を含む         （単位：人） 

 第一小 第二小 第三小 月見ヶ丘小 杉の入小 玉川小 浦戸小 計 

児 童 数 193 

 

 

 

411 391 417 471 322 17 2,254 

教職員数 28 43 40 40 

 

43 30 11  254 

計 221 

 

454 431 457 514 352 28 2,508 

給食回数 175回 

給食単価 400円（内 保護者負担 0円、市補助額 74円、国補助額 326円） 保護者負担年額 0円 

給食内容 
主菜及び副菜の調理を行い、主食となる米飯・パン等は業者納入 

週 2～3回 米飯給食を実施 ～ 年間 90回以上 

〔中学校〕～単独校調理方式                （単位：人） 

中学校 第一中 第二中 第三中 玉川中 浦戸中 計 

生 徒 数 260 

 

301 181 369 18 1,129 

教職員数 35 27 31 38 10 

 

 141 

計 295 328 212 407 28 1,270 

給食回数 （1～2年生）169回 （3年生）160回 

給食単価 
475円（内 保護者負担 395円、市補助額 80円） 

保護者負担年額 （1～2年生）66,755円 （3年生）63,200円  

給食内容 
主菜及び副菜の調理を行い、主食となる米飯・パン等は業者納入 

週 2～3回 米飯給食を実施 ～ 年間 85回以上 
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Ⅴ 社 会 教 育 
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１．生涯学習事業 （生涯学習課担当分）

【令和8年度】

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1
キッズボランティア
おはなし会

4月～3月 96 エスプ
未就学児と

保護者
―

親子で読み聞かせや手遊びなどを楽
しむ

2 こども読書週間事業 4月 ― 市民図書館 小学生 ―
図書館を知るクイズの実施や読書記
録帳の作成と配布を行う

3
知育玩具で遊びながらワーク
ショップ

9月 1 エスプ
幼児･小学生
親子(だれで

も)
―

ボードゲームやカードゲームを通し
て、遊びながら学ぶイベントを実施
する。

4 しおがま“何でも”体感団 5月～10月 4 塩竈市内
市内小学校
4～6年生

親子
16組

地域の学習資源を利用した体験活動
や交流をとおして、自分たちが住む
まちの生活･文化･風土をより深く理
解する

5 七夕かざりを作ろう 7月上旬 1 市民図書館
幼児･小学生

親子
―

七夕の行事に関心を持ち、作る楽し
さを味わう

6 としょかんクイズ 7月 1 市民図書館 幼児・小学生 ―
<夏休み>企画＞図書館の利用の仕方
を学ぶためのクイズに挑戦する

7
ぴよぴよおはなし会
七夕スペシャル

7月 1 市民図書館
幼児･小学生

親子
―

七夕に関する絵本・紙芝居の読み聞
かせやひなまつりの工作などを楽し
む

8
人形劇団 ごきげん座
夏のおはなしフェスティバル

7月 1 市民図書館
幼児・小学生

親子
20組

ボランティア団体による人形劇の公
演

9 あそびまショップ 7月～3月 4
エスプ
公民館

未就学児と
保護者

―
親子のコミュニケーションを目的と
した読み聞かせと造形あそびを提供
する

10 絵本で遊ぼう 6月 ― 市民図書館
幼児
親子

―
絵本を親子で楽しみながら幼児期に
大切なことを伝える講座

11
ぴよぴよおはなし会
クリスマススペシャル

12月 1 市民図書館
幼児
親子

―
クリスマスのパネルに飾り付けをす
る等、作る楽しさを味わう

12
人形劇団 ごきげん座の
クリスマスおはなし
フェスティバル

12月 1 市民図書館
幼児・小学生

親子
20組

ボランティア団体による人形劇の公
演

13 本のたんてい
12月下旬～
1月下旬

― 市民図書館 幼児･小学生 ―
<冬休み企画>読書への興味関心を深
めるための絵本と読み物からのクイ
ズ

(1) 家庭教育
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

14
ぴよぴよおはなし会
ひなまつりスペシャル

3月 1 市民図書館
幼児
親子

―
ひなまつりに関する絵本・紙芝居の
読み聞かせやひなまつりの工作など
を楽しむ

15
おはなし会デビュー
「ぴよぴよおはなし会」

毎月１回
(第1火曜日)

12 市民図書館 乳児･親子 ―
0歳児向けの絵本の読み聞かせとわ
らべ遊びのおはなし会

16
おはなしびっくり箱「ちっ
ちゃな絵本の部屋」

毎月1回
(第3土曜日)

11 市民図書館 幼児･親子 ―
ボランティアによる毎月テーマに
沿って選んだ絵本の読み聞かせと小
道具を使った親子向けのおはなし会

17 手のひらの会のおはなし会 毎月1回
(第4土曜日)

11 市民図書館
幼児･小学生

親子
―

ボランティアによる紙芝居を楽しむ
おはなし会

18 おはなし火ようび 毎月4回 38 市民図書館 乳児･親子 ―
絵本の読み聞かせとわらべ遊びのお
はなし会

19
手品おじさんとあそぼう
（手品教室）

毎月1回 12 市民図書館
幼児･小学生

親子
― ボランティアによる簡単な手品

20
紙を使って遊ぼう
（工作教室）

毎月1回 12 市民図書館
幼児･小学生

親子
―

ボランティアによる図書館資料を活
用した紙工作

21
えほんデビュー
（はじめましてにこサポ）

毎月2回 24

子育て世代
包括支援セ
ンター（に
こサポ）

はじめまして
にこサポ対象

親子
―

０歳児の赤ちゃんにはじめての絵本
を贈る

22
おはなしぱんどらのおはなし
会

年6回 6 市民図書館
幼児･小学生

親子
―

ボランティアによるパネルシア
ター、絵本、紙芝居、素話等を楽し
むおはなし会

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 女性セミナー 5月～3月 10 エスプ
市内在住女性
（30歳以上）

80

まちの歴史、心身の健康、女性と法
律等の学習を通して教養を高め、女
性の自己表現及び地域の振興に寄与
する

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 ワークショップ＿おもしろ創 4月～3月 12 エスプ
小学生～

大人
―

身近な素材から作る楽しみ、作って
遊ぶ楽しみを伝える

2 ？（はてな）ワゴン 4月～3月 7 エスプ 小学生～ ―
子どもから大人まで、世の中の動き
や不思議なことを体感できるよう
に、様々な情報を提供する

3 ワークショップ＿子ども向け 4月～3月 6 エスプ
幼児～
小学生

―
様々な体験を通し、子どもたちの発
見や創造性を養う

4 子ども映画会
毎月1回

(第2土曜日)
12 視聴覚室

幼児･小学生
親子

―
図書館ＡＶ資料を活用した子どもの
ための映画会

(2) 女性教育

(3) 少年教育
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

5
二市三町ジュニア・リーダー
交流会

5月24日
9月19-20日
10月11日

3

多賀城市山
王公民館

松島自然の
家

エスプホー
ル

ジュニア・
リーダー

―

ジュニア・リーダーとしての資質・
能力の向上、二市三町ジュニア・
リーダーサークルの交流と連携強化
を図る

6 本のちょっと 4月～3月 12 エスプ
幼児～
大人

―
絵本や紙芝居に触れる機会を提供し
ながら読んでもらう心地よさを味わ
い、想像力を高める

7 わくわく遊び隊 6月～2月 120
市内小学校
校庭・体育

館
小学1～3年生 ―

運動要素を取り入れたレクリエー
ション活動及び地域文化や地場産業
等の体験型学習活動を行い、放課後
の子どもたちの安全・安心な居場所
をつくる

8 放課後子供教室 6月～2月 300 市内小学校 小学生 ―

地域の人々とのかかわりや様々な体
験活動を通して、子どもたちの社会
性や豊かな人間性の育成を目指し、
放課後の子どもたちの安全・安心な
居場所をつくる

9 本に親しむﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 4月～3月 12 エスプ 親子 ―
新しい本との出会いと読書の楽しさ
を伝える

10
ジュニア・リーダー初級研修
会

6月21日
6月28日

2

公民館
桂島ステイ
ステーショ

ン

ジュニア・
リーダー

―
地域における子ども会等の支援やボ
ランティア活動に積極的に寄与する
青少年の育成を目的として実施

11 中学生職場体験
7月
9月
10月

― 市民図書館 中学生 ―
中学生（2学年）の市民図書館職場
体験

12
塩竈市総合体育大会
剣道の部

7月12日 1
塩釜ガス
体育館

小・中学生 ― 少年剣道錬成大会

13

食育実践地域活動事業
おやこdeキッチン
～おいしい食のワークショッ
プ～

7月29日
10月1日
11月25日

3
公民館本館

魚市場
小学生親子 28組

食に関わる体験や学びの場を通して
親子のコミュニケーションを深める

14 好きな本のPOPを作ろう 5月 1 市民図書館 小学生・親子 ― 自分だけの好きな本のPOPをつくる

15 OPEN創作室 8月 1 市民図書館 小学生 ― 自分の好きなものを自由に作る

16
仙台市天文台移動天文車ベガ
号による天体観望会

8月 1 エスプ 親子 30
天体観測を親子で楽しみ、星座や天
体に興味関心をもってもらう

17 KU=MA宇宙の教室atしおがま
8月
10月
12月

3 エスプ 小学生親子 30組
全3回行われる「宇宙の学校」に親
子で参加してもらう

18
図書館連携事業
映画上映会

8月
12月

2 遊ホール
幼児･小学生

親子
―

幼児と小学生向けの視聴覚資料を使
用した上映会
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

19
塩竈市総合体育大会
サッカーの部

未定 1
月見ヶ丘ス
ポーツ広場

中学生 ― 塩釜市サッカー選手権

20
二市三町合同歴史体験
「縄文土器作り」

未定 2
塩竈市公民館

七ヶ浜町
歴史資料館

小学生親子 40
縄文土器作りを通して、親子で制作
活動に取り組む楽しさを味わい、縄
模様の美しさに気付く

21 小学生施設見学 9～11月 ― 市民図書館 小学生 ― 小学生の市民図書館施設見学

22
ブックリスト・作成配布
（春・夏・秋）
（ＹＡ）

4月
7月
10月

3 市民図書館
中学生
高校生

―

読書週間向けにリストを作成し市内
中学・高校に配布。また館内にコー
ナーを設け、イチオシ本のポップを
作成して紹介する

23
小学生のための健康増進・
体力づくり事業（無料開放）

10月～3月 24
塩竈市温水

プール
小学生 ―

金曜日の15時以降、小学生を対象と
した無料開放

24 遊ホールで遊ぼう 未定 1 遊ホール 小学生 ―
科学実験やお絵描き教室、プログラ
ミング教室など創作室を活用し実施
する

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 雑誌のリサイクル市

7月
9月
12月
2月

4 市民図書館 市民 ―
保存年限の過ぎた図書・雑誌を一般
に提供する

2
ショーケース貴重書庫収蔵品
一部資料展示

年3回 3 市民図書館 市民 ―
市民図書館3階ショーケースにて、
貴重書庫資料の一部を展示

3 令和9年塩竈市二十歳を祝う会 1月10日 1 未定 20歳 ―

国民の祝日に関する法律の定める｢
成人の日｣に際し、「おとな」とし
ての自覚を促すとともに、その門出
にあたり青年の前途を祝い励ます

(4) 青年教育
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 公民館教室 4月～3月 ― 公民館本館
市内在住・

在勤の
18歳以上の方

―

一般教養を学習する初心者向け講座
（華道、煎茶道、着物着付・礼法
(ひまわり会)、陶芸、絵画、日本
画、書道、民謡、フラワーデザイ
ン、茶道、クッキング、お菓子作
り、歌声サロンの13講座）

2 ワークショップ＿大人向け 5月～3月 6 エスプ
成人以上の

市民
―

さまざまな材料を使ったワーク
ショップの提供と参加者相互の交流
を図る

3
ワークショップ＿ふれあい創
ing

4月～3月 12 エスプ
小学生～

大人
―

集まった人がお互いのアイディアや
技を持ち寄り、学びあい交流をする

4 3B体操教室 5月～3月 30
塩釜ガス
体育館

一般成人 100 ベル・ベルダーを利用した運動

5 みんなでシネマ
7月
11月
2月

3 遊ホール 一般成人 200
視聴覚センター資料を活用した一般
向け映画上映会

6 文芸講演会 1月 1 遊ホール 一般成人 350 著名な作家を招いた講演会

7 歴史・文学探訪 9月 1
市民図書館
塩竈市内

一般成人 15
県内の史跡見学や街歩きをしながら
その歴史を学ぶ図書館講座

8
男性のための着物着付講座
（公民館短期講座）

12月～1月 5 公民館本館
20歳以上の

男性
10

男性も自分で袴の着付けまでできる
ように着物を着るお正月に向けて身
に付けてもらうことを目的に開催

9 塩竈学問所講座 10月～3月 4 市民図書館 一般成人 ―
図書館に所蔵されている貴重図書を
市民・学生等と協働し、資料整理を
行う

10
文化財保存活用地域計画シン
ポジウム「浦戸の宝物 -歴
史・自然・文化財-」

9月19日 1
ブルーセン

ター
一般成人 100

浦戸諸島の歴史・文化財について学
識経験者から講義を聞き、地域の魅
力を再認識し次世代への継承を促す

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 シニアスポーツ教室 5月～2月 20
塩釜ガス
体育館他

65歳以上 50
年間を通じてニュースポーツ等を行
い、健康維持や仲間とのコミニュ
ケーションを図る

2 千賀の浦大学 5月～3月 10 エスプ 65歳以上 180
高齢者を対象とした生涯学習で、健
康、生きがい、社会情勢などを幅広
く学習する

3 タブレット講座 2月 2 視聴覚室 高齢者 各10
タブレットの基本操作からアプリの
使い方までを学ぶ講座

(5) 成人教育

(6) 高齢者教育
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1
French Art Week in Miyagi
2026

4月 4日
～ 12日

8 杉村惇美術館 一般 ―
8日間にわたり展覧会、交流マル
シェ、トークイベントなど、国際芸
術交流を通じたイベントの開催

2
定期講座「プラクティス」
シリーズ

春・秋学期
5月〜8月
9月〜12月

40 杉村惇美術館 一般 ―
専門家による基礎技法の習得を目的
とした講座や、ものづくりを体験で
きるワークショップの開催

3

塩竈市美術展杉村惇賞受賞者
展
會澤純一郎
「油彩と流木クラフト展」

4月 21日
～ 26日

6 杉村惇美術館 一般 ―
第77回塩竈市美術展「杉村惇賞」受
賞者・曾澤純一郎氏による個展の開
催

4 こども探偵事務所

5月
8月
10月
1月

4 杉村惇美術館 小学生 ―

こどもたちの視点で美術館を巡り、
作品や対象物（モチーフ）を観察、
知性や感性に響かせる機会をつく
る、こどものための美術館体験プロ
グラム。杉村惇画伯がよく描いたモ
チーフについて、年4回の実施を通
してさまざまな角度から調査する

5
チルドレンズ・アート・
ミュージアムしおがま
「鑑賞のじかん」

通年 12 杉村惇美術館 一般 ―
対話形式の鑑賞方法を行うナビゲー
ターの育成および多様な客層に向け
た鑑賞の実施

6
「まちの記憶」展示
 絵画から思い出すまちの記憶

5月2日
～ 6月21日

1 杉村惇美術館 一般 ―

塩竈市美術展出展作家や杉村惇に師
事した画家をはじめ、地元の絵画ク
ラブなど市民が描いた風景画を通し
て“まちの記憶”を共有する展覧会

7
若手アーティスト
支援プログラムVoyage
あるがあく展　松田ハル展

7月18日〜
9月6日

46 杉村惇美術館 一般 ―

若手アーティストの可能性に光をあ
て、新たなステップを提供する支援
プログラム。今年度はあるがあく及
び松田ハルによる展示の開催

8 暮らしの市
6月6〜7日
11月7〜8日

4 杉村惇美術館 一般 ―

てづくり品から古道具、地元商店に
よる食の提供など、日々の暮らしを
より豊かで楽しいものにしていくこ
とを提案するマルシェの開催

9 長井勝一漫画美術館主催事業 未定 3 エスプ 一般 ―
漫画家を講師に迎えた、漫画の基本
的な書き方の講座や漫画家を招いて
のトークイベントなどを実施する

10 ESP DANCE PES 2026 12月 ― ―
県内在住・
在勤の方

―
オールジャンルで出場可能なダンス
大会を実施する

11 宝くじ公演 6月6日 1 遊ホール 一般 380
懐かしの名曲など往年のスターたち
によるライブを実施する

12
市内小学校5年生対象
美術鑑賞プログラム

9月〜12月 6～7 杉村惇美術館 小学生 ―
市内全小学校５年生を対象とした美
術鑑賞の実施

(7)芸術文化
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

13
チルドレンズ・アート・
ミュージアムしおがま

7月〜10月 ― 杉村惇美術館 一般 ―

感性や知的好奇心を刺激する体験や
個性や特性に光をあてた活躍の場の
提供、多様な価値観を生み出す芸術
交流などの芸術文化体験イベントの
開催

14 塩竈市美術展 11月 1 エスプ 一般 ―
洋画・日本画・書道の3部門の公募
による美術展を開催

15
しおがまさま神々の花灯り・
月灯り

4月
9月

― 杉村惇美術館 一般 ―
ナイトミュージアム（夜間営業）や
Bar談話室など、市内のライトアッ
プにあわせたイベントの実施

16
令和8年度塩竈市文化財保存活
用地域計画シンポジウム
本土連携企画展示

9月15日
 ～ 20日

6 杉村惇美術館 一般 ―
令和8年度塩竈市文化財保存活用地
域計画シンポジウムの連携企画展示
の開催

17 ART WALK　〜仮装日和〜 10月24日 1
杉村惇美術

館
及び市内

一般 ―

訪問エリアの個性を題材にしたユ
ニークなコスチュームに仮装し地元
商店をめぐるハロウィーンに着想を
得たまち歩きアートイベントの実施

18 塩釜市芸術文化祭 10月4日 1 遊ホール 市民 300
塩釜市芸術文化協会よる舞台、コー
ラス、文芸作品など多彩な芸術を発
表する文化祭を開催する

19

鶴田美奈子クリスマスコン
サート特別企画
「アドベント・クエスチョ
ン」

12月1日
～

12月25日
― ― エスプ来館者 25組

鶴田美奈子クリスマスコンサートの
特別企画として、鶴田さんへの質問
を募集。期間中に毎日1問ずつ募集
した質問と鶴田さんの回答をエスプ
Twitterに投稿する

20
ESP DANCE PES 2026
表彰式

未定 1 エスプ 一般 ―
入賞団体への表彰・記念品授与、代
表団体がダンスを披露する他参加団
体のダンス映像を上映

21
鶴田美奈子クリスマスコン
サート

12月 1 エスプ 一般 ―
エスプホールを利用して市民に広く
鑑賞いただけるﾋﾟｱﾉｺﾝｻｰﾄを行う

22
塩竈市美術展杉村惇賞受賞者
展
釣舟富紀子個展

11月3〜 8日 6 杉村惇美術館 一般 ―
第78回塩竈市美術展「杉村惇賞」受
賞者・釣舟富紀子氏による個展の開
催

23
しおのまち音楽祭
アウトリーチ編

未定 1 遊ホール他 一般 ―

地元への音楽文化振興に貢献する活
動も行っているしおがま未来大使・
菅野潤氏他によるコンサート及び出
張音楽祭

24
市民参加型企画
塩竈市民ミュージカル

7月25日
7月26日

2 遊ホール 市民 ―
市民から募った塩竈市の物語をつ
づった内容にし、体を動かし表現す
ることの楽しさを知ってもらう
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

25 展示事業 通年 ― エスプ 市民 ―

広く市民に写真・絵画・その他の作
品を展示できる場を提供し、また､
来館者が作品にふれる機会を提供す
る

26 チャリティーコンサート 未定 1 エスプ 一般 ―

広く音楽活動を行っている方に活動
の場を提供し、来館者にも様々な
ジャンルの音楽を気軽に親しんでも
らう

27
ナカムラクニオコレクション
展
ニッポン近代洋画を読み解く

11月14日
〜12月20日

34 杉村惇美術館 一般 ―

ナカムラクニオ⽒によるコレクショ

ンを通し、⽇本近代洋画の形成過程

を「和製洋画」という視点から読み
直す実践的展覧会の開催

28
Study Room（スタディルー
ム）

11-12月 2〜３ 杉村惇美術館 一般 ―
美術と美術館をもっと愉しむための
連続講座の開催

29
文化発信サテライト
プログラム

随時 ―

壱番館１階
ウィンド

ウ、市内イ
ベントなど

一般 ―
壱番館１階ウィンドウでの展示や
GAMA ROCKなどの市内イベントにお
ける出張ワークショップの実施

30 アーカイブス展PROGRAMS
2月13日
 〜21日

8 杉村惇美術館 一般 ―

定期講座の受講生による作品やこど
も探偵事務所の参加児童の活動報告
など、年度に実施した市民参加によ
る様々なプログラムにおける活動の
様子やその成果を展覧会形式で公開
する

31 市民ギャラリー事業 通年 ― 杉村惇美術館 一般 ―
市民の主体性及び能力を発揮する機
会を創出するとともに、市民参加型
学習機会や表現活動の充実を図る

32
職場体験学習及び総合的な
学習体験

随時 ― 杉村惇美術館
中学生
高校生

―
職場体験学習の機会を提供し、生徒
の勤労観や職業観、自立する力を育
むもの

33
美術館ボランティア活動
「ＪＵＮＢＩサポーター」

随時 ― 杉村惇美術館 一般 ―

美術館ボランティア登録制度を運用
し、研修機会を設けるとともに一人
ひとり異なる経験・知識・特技・意
欲にあわせた多彩な活動を行う

34 アートプロジェクト 7月～9月 3
杉村惇美術

館他
一般 ―

市内小中学校の児童生徒や市民を対
象にアーティストと共同制作に取り
組む

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1 ダンスクラブ応援事業 4月～3月 ― 公民館本館 一般 ―
トレーニングミラーを使用する団体
を練習場所の無料貸し出しなどで応
援するもの

2 eスポーツ体験会 未定 1 エスプ 市民 ―
eスポーツを通じ、最新のデジタル
技術に触れ、楽しみながらネットリ
テラシーについて学ぶ。

(8)生涯スポーツ
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

3 幼児スポーツ教室 5月～3月 30
塩釜ガス
体育館

年少・年中・
年長児

30
ボール運動・トランポリン・跳び箱
等

4
塩竈市総合体育大会
グラウンド・ゴルフの部

未定 1

清水沢近隣
公園

スポーツ
広場

一般 ―
塩釜市グラウンド・ゴルフ協会夏季
交歓大会

5
塩竈市総合体育大会
パークゴルフの部

未定 1

矢本
海浜公園
パーク

ゴルフ場

一般 ― 第171回月例会夏季大会

6
塩竈市総合体育大会
スポーツウェルネス吹矢の部

未定 1
塩釜ガス
体育館

小・中学生
一般

― 吹矢支部交流大会

7
塩竈市総合体育大会
硬式テニスの部

未定 1
スポーツ
ステージ
リベラ鶴巻

一般 ―
第42回青葉杯オープンテニストーナ
メント大会

8
塩竈市総合体育大会
バスケットボールの部

未定 1
塩釜ガス
体育館

小・中学生
・一般

― ミニバスケットボール交流大会

9
塩竈市民スポーツ
フェスティバル

10月4日 1
塩釜ガス
体育館

どなたでも ―
年齢問わず楽しむことができるバリ
アフリーなスポーツ大会

10
塩竈市総合体育大会
ソフトボールの部

未定 1

月見ヶ丘ス
ポーツ広場
二又スポー

ツ広場

一般 ―
第30回塩竈市ソフトボール協会会長
杯争奪大会

11
塩竈市総合体育大会
ソフトテニスの部

未定 1

仙台港多賀
城地区緩衝
緑地公園テ
ニスコート

一般 ― 第69回塩竈市長杯ソフトテニス大会

12
塩竈市総合体育大会
軟式野球の部

未定 1

清水沢近隣
公園

グラウンド
他

一般 ― 第41回秋季野球大会

13
塩竈市総合体育大会
バレーボールの部

未定 1
塩竈市立
玉川中学校

体育館
一般 ― 塩釜市体育協会長杯大会

14
塩竈市総合体育大会
柔道競技の部

未定 1
塩釜ガス
体育館

小・中学生
一般

― 塩竈柔道協会会長杯争奪柔道大会

15 塩竈市スポーツ振興事業 2月20日 1
塩釜ガス
体育館

どなたでも ― 未定

16 アクアビクス 年間 42
塩竈市温水

プール
18歳以上 30 音楽に合わせて水中での運動

17 やさしい水中運動教室 年間 84
塩竈市温水

プール
18歳以上 20

水慣れを中心に水の抵抗を利用しな
がらの水中運動

18 一般水中運動教室 年間 84
塩竈市温水

プール
18歳以上 20

道具などを使用し、水の抵抗を利用
しながらの水中での運動
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No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

19 ヨガ教室 年間 126
塩竈市温水

プール
18歳以上 20 心身のバランスと柔軟性を高める

20
2026ユープルリレー
フェスティバル

年間 1
塩竈市温水

プール
3歳以上で
泳げる方

50 上級者向けの水泳教室

21 初めてのヨガレッスン 年間 32
塩釜ガス
体育館

一般成人 25 初心者のためのヨガ教室

22 ナイトヨガ 5月～3月 20
塩釜ガス
体育館

一般成人 25 ヨガ教室

23
リフレッシュヨガ
（託児付き）

5月～3月 24
塩釜ガス
体育館

一般成人 25 託児付きのヨガ教室

24
家族みんなでスポーツDAY

5月9日
11月28日
3月14日

24
塩釜ガス
体育館

どなたでも ―
トランポリン・バドミントン・卓球
等

25
遊ホール体験・交流企画
「e-スポーツ」

1月 1 遊ホール 高校生 ―
体験コーナーの開設とゲストを招い
て実際の大会または交流試合を行い
e-スポーツを応援する

No. 事業名
期日

または期間
回数 実施場所 対象者

人数
（定員）

内容

1
ワークショップ_子どもから大
人向け

4月～3月 17 エスプ 市民 ―
新しい発見や創造性を養うワーク
ショップを提供する

2
障がい者のためのスポーツ
教室

5月～3月 18
塩釜ガス
体育館

障がい者 ―
卓球バレー、カローリング、
ガラッキー

3
まちづくり･しおがま出前
講座

随時 ― 市内各所 市民 ―

「市民が主役のまちづくり」を進め
ていくために、塩竈のことを市民に
より深く理解してもらう講座を提供
する

(9)一般教育

45



 

 

２．塩竈市の生涯学習関連施設の概要及び利用実績 

施    設    名 
所    在    地 

(電話・FAX) 
開館時間 

ふれあいエスプ塩竈 

 

平成 10年 7月竣工 

床面積 2,861m2 

1,491,875千円 

 

〒985-0036 

塩竈市東玉川町 9番 1号 

TEL （022）367-2010 

FAX （022）365-3741 

(平日)9時～18時 

(休日)9時～17時 

貸館･1 階は 21 時まで 

塩竈市公民館 

 

昭和 51年 11月竣工 

床面積 2,381m2 

347,960千円 

 
〒985-0036 

塩竈市東玉川町 9番 1号 

TEL （022）365-3341 

FAX （022）365-3342 

9時～21時 

塩竈市公民館本町分室 

及び杉村惇美術館 

昭和 25年 12月竣工 

床面積 1,465m2 

5,520千円(公民館) 

18,000千円(美術館) 

平成 26年 11月 美術館開館 

 

〒985-0052   

塩竈市本町 8番１号 

TEL （022）362-2555 

FAX （022）794-8873 

9時～21時 

美術館は 10時～

17時 

塩竈市民図書館 

 

平成 2年 11月竣工 

床面積 2,521m2 

保留床取得費 1,349,450 千円 

工事費 988,600千円 

(費用に遊ホール・視聴覚センター含)  

 

〒985-0052   

塩竈市本町１番 1号 

（壱番館 3、4階） 

TEL （022）365-4343 

FAX （022）365-4100 

9時～20時 

塩竈市民交流センター 

 

平成 2年 11月竣工 

床面積 1,932m2 

 〒985-0052   

塩竈市本町 1番 1号 

(壱番館 5階) 

TEL （022）365-5000 

FAX （022）365-4100 

9時～21時半 

塩釜ガス体育館 

昭和 61年 9月竣工 

床面積 7,291 m2 

1,800,000千円 

 〒985-0075 

塩竈市今宮町 9番 1号 

TEL （022）362-1010 

FAX （022）362-1099 

9時～21時 

日・祝祭日は 

17時まで 

塩竈市温水プール(ユープル) 

 

平成 8年 11月竣工 

床面積 1,312m2 

618,500千円 

 〒985-0006 

塩竈市杉の入裏 39番 173号 

TEL （022）363-4501 

FAX （022）366-0281 

9時～21時 

日曜・休日は 

17時まで 
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休 館 日 
施 設 の 概 要 

（ 定 員 等 ） 

利  用  実  績  

 (令和 6年度) (令和 7年度) 

第二・第四月曜日 

第 四 木 曜 日 

祝日の翌日（土・日

又は休日にあたる

日 を 除 く ） 

月 末 

年 末 年 始 

特 別 整 理 期 間 

※こどもの日( 5/5)、 

文化の日(11/3)は開館 

ホ ー ル 

学 習 室 １ 

学 習 室 ２ 

長井勝一漫画美術館 

情 報 広 場 

？ (はてな )の森 

本 の 森 

創 作 室 

アートギャラリー 

サウンドスタジオ 

空 中 庭 園 

（124人） 

（33人） 

（20人） 

 

 

 

 

 

 

 

（1,306m2） 

蔵 書 冊 数 

入 館 者 数 

貸 出 冊 数 

雑誌（103 ﾀｲﾄﾙ）貸出冊数 

情報ソフト（CD-ROM）利用者 

資 料 貸 出 者 数      

情報広場ＰＣ利用者数    

貸 館      

ス タ ジ オ 登 録  

ボランティア活動者 

20,501冊 

326,476人 

20,182冊 

4,864冊 

0人     

5,680人 

459人 

690件 

819グループ 

468人 

20,264冊 

343,873人 

20,460冊 

4,603冊 

0人     

6,260人 

476人 

889件 

819グループ 

242人 

年 末 年 始 

大 会 議 室 

会 議 室 

和 室 

中 会 議 室 

視 聴 覚 室 

調 理 室 

談 話 室 

（286人） 

（75人） 

（40人） 

（70人） 

（40人） 

（40人） 

（20人） 

利 用 件 数    

利 用 者 数    

3,199件 

57,026人 

3,214件 

81,904人 

年 末 年 始 

※美術館は月曜日 

大 講 堂 

講 習 室 

和 室 

美 術 館 

（250人） 

（75人） 

（40人） 

 

( 公 民 館 ) 

利 用 件 数 

利 用 者 数 

( 美 術 館 ) 

利 用 者 数 

 

1,465件 

21,096人 

 

24,083人 

1,391件 

17,861人 

 

19,390人 

毎 月 曜 日 

（第四月曜日除く） 

毎 月 最 終 

木曜日（12 月除く) 

祝 日 ( 月 曜 日 を 

除 く ) の 翌 日 

特 別 整 理 期 間 

年 末 年 始 

一般開架コーナー 

子どもの本コーナー 

ＡＶ・ヤングアダルト 

タイムシップ塩竈 

視 聴 覚 セ ン タ ー 

マ ル チ 学 習 車   

インターネットコーナー 

 

 

 

 

 

(1台) 

(ＰＣ3台) 

〔蔵書冊数等〕 

蔵 書 冊 数 

新 聞       

雑 誌        

視 聴 覚 資 料   

障害者サービス用資料  

貸 出 冊 数 

貸 出 者 数 

(うちマルチ学習車利用) 

 

277,279冊 

12紙 

184タイトル 

15,930点 

1,991点 

120,660冊 

33,391人 

 (1,821人) 

 

234,937冊 

12紙 

181タイトル 

15,762点 

2,008点 

115,103冊 

33,528人 

 (1,514人) 

年 末 年 始 

遊 ホ ー ル 

会 議 室 

和 室 

ス タ ジ オ 

（381席） 

（3室） 

（2室） 

 

遊 ホ ー ル    

会 議 室    

和 室      

ス タ ジ オ   

19,999人 

9,468人 

3,610人 

1,323人 

18,994人 

7,641人 

3,867人 

1,268人 

毎 火 曜 日 

年 末 年 始 

第 一 競 技 場 

第 二 競 技 場 

ト レ ー ニ ン グ 室 

幼 児 体 育 室  

 

 

 

 

利 用 者 数   77,429人 52,311人 

毎 火 曜 日 

年 末 年 始 

2 5 ｍ プ ー ル 

歩 行 プ ー ル 

採 暖 室 

軽 運 動 場 

(7 ｺｰｽ 水深 1.2～1.4m) 

(10m×2.7m、水深 0.6m) 

 

 

施 設 利 用 者 

(うちプール利用者数) 

(軽運動場利用者数) 

29,387人 

(25,276人) 

(2,111人) 

39,258人 

(35,992人) 

(3,266人) 
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３．塩竈市の文化財 
  

指定別 種  別 指定年 名  称 所有地・所有者  （管理者） 指定番号 

国指定 工 芸 品 明治 42年 太 刀 銘 来 国 光 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 工 芸 品  42 太 刀 銘 雲 生 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 特 別 名 勝 昭和 27年 松 島 
塩竈市、東松島市、七ヶ浜町、松島町、利府町 

(宮城県)                      

 天然記念物  62 鹽竈神社の鹽竈ザクラ 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 建 造 物 平成 14年 鹽 竈 神 社 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

  名 勝 26 おくのほそ道の風景地籬が島 新浜町 1－10番地先  （鹽竈神社）  

県指定 天然記念物 昭和 45年 鹽竈神社のタラヨウ 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 無 形 民 俗  54 鹽竈神社藻塩焼神事 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 工 芸 品  54 伊達家歴代藩主奉納糸巻太刀 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

 有 形 民 俗  60 カ マ 神 （ 竈 神 面 ） 一森山 1－1  （鹽竈神社）  

市指定 建 造 物 昭和 38年 志 波 彦 神 社 一森山 1－1  （鹽竈神社） 第 1号 

 史   跡   44 桂 島 貝 塚 桂島字台 41－3及び 42－4（塩竈市長） 第 3号 

 有 形 民 俗   51 四 口 の 神 釜 本町 6－1  （鹽竈神社） 第 4号 

 天然記念物   51 老  杉 ( 御 神 木 ) 一森山 1－1  （鹽竈神社） 第 5号 

 工 芸 品   51 銅鉄合製燈籠(文化燈籠） 一森山 1－1  （鹽竈神社） 第 6号 

 書   跡   62 寒 風 沢 造 艦 の 碑 寒風沢字湊 2－4 （寒風沢区長） 第 8号 

 歴 史 資 料   62 十 二 支 方 角 石 寒風沢字日和山 1 （寒風沢区長） 第 9号 

 古  文  書   62 塩 釜 村 風 土 記 多賀城市  （個人） 第 10号 

 古  文  書   62 
宮城郡塩竈村下町組 

御蔵入茶畑御物成小割帳 
多賀城市  （個人） 第 11号 

 古  文  書   62 奥 鹽 地 名 集 塩竈市  （個人） 第 12号 

 

有 形 民 俗 平成 10年 絵馬「鮭を運ぶアイヌ」 保管：東北歴史博物館  （寒風沢区長） 第 13号 

無 形 民 俗  22 塩 竈 神 楽 塩竈神楽保存会 第 14号 

建 造 物  25 旧 塩 竈 市 公 民 館 本町 8－1 （塩竈市長） 第 15号 

 古  文  書  30 
東園寺碑拓本掛け軸 

同 残 欠 
旭町 4－1 （松巖山東園寺住職） 第 16号 

 書跡・典籍  30 貞 享 特 令 写 一森山 1－1 （鹽竈神社） 第 17号 

 歴 史 資 料  30 石 燈 籠 一森山 1－1 （鹽竈神社） 第 18号 

 建 造 物  30 勝 画 楼 宮町 6－1 （塩竈市長） 第 19号 

 絵 画 令和 2年 
絹 本 著 色 仏 涅 槃 図 

（小池曲江筆）附納箱 
旭町 4－1（松巖山東園寺） 第 20号 

国登録 有形文化財建造物 平成 26年 丹 六 園 店 舗 兼 主 屋 宮町 101 （個人）  

国設定 ふるさと文化財の森 平成 29年 志波彦神社鹽竈神社境内林 一森山 1－1（鹽竈神社）  
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『塩竈市文化財調査報告書』等刊行状況 

第 1 集  『塩竈市清水沢横穴群調査報告書』 昭和 50 年 3 月 

第 2 集  
宮城県文化財調査報告書第 113集：『塩釜市新浜遺跡』 

※塩竈市文化財調査報告書第 2集として位置付け 
昭和 61 年 3 月 

第 3 集  『杉の入裏窯跡』 平成 2 年 3 月 

第 4 集  『ラッコ船「開盛丸」遺留品』 平成 3 年 3 月 

第 5 集  『母子沢遺跡』 平成 13 年 3 月 

第 6 集  『宮城史学第 19号別冊 近世塩竈の町並み調査』 平成 13 年 3 月 

第 7 集    『野田遺跡・矢作ヶ館跡』 平成 17 年 3 月 

第 8 集    『桂島貝塚』 平成 22 年 3 月 

第 9 集  『浦戸諸島発掘調査報告書Ⅰ』 平成 28 年 4 月 

第 10 集  『塩竈市指定有形文化財（建造物）勝画楼調査報告書 令和 2 年 3 月 

第 11 集  『浦戸諸島発掘調査報告書Ⅱ』 令和 3 年 1 月 

第 12 集  『御釜神社境内遺跡』 令和 3 年 9 月 

 ・ 塩竈市の文化財 昭和 54 年   

 ・ 塩竈市の文化財ガイド 平成 4 年 3 月 

 ・ 塩竈市の文化財ガイド 改訂版 平成 12 年 3 月 

 ・ 塩竈市の文化財ガイド 改訂版 平成 17 年 3 月 

 ・ しおがま自慢探検マップ 平成 29 年 11 月 
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１．塩竈市の教育史

西暦 和暦 塩 竈 の 動 き

1873 明治 6年 塩竈小学校が小山代官舎跡に開校(生徒40名)

寒風沢小学校が寒沢寺に開校　他4部落に分校

1874 7　 志波彦神社が岩切から鹽竈神社に遷宮される

1875 8　 石浜に寒風沢小学校の枝校が創設

1885 18　 石浜高等小学校,同桂島分教場となる

1892 25　 塩竈尋常高等小学校が吉津分校を廃止

1898 31　 公立学校に校医を置く

1899 32　 寒風沢小学校が湊地区に移る

1907 40　 石浜分校が寒風沢尋常小学校から独立開校

1909 42　 鹽竈神社の太刀2振が旧国宝（現 重要文化財）に指定

1911 44　 塩竈商業補習学校が開校

1912 45　 塩竈女子実業補習学校が開校

1917 大正 6年 塩竈町立図書館が開館

1919 8　 塩竈町教育会設立

1922 11　 塩竈で初の新聞が発行

1925 14　 第二尋常高等小学校が一小から分離独立

1929 昭和 4年 塩竈女子実業補習学校が塩竈実科高等女学校に昇格

1930 5　 上の原運動場(300mトラック、野球場）が完成

1931 6　 北日本中学校水上選手権大会を開催

1935 10　 第三尋常小学校が開校(906名)、青年学校が開校

1936 11　 塩竈プール（尾島町）が開場（戦後解体）

1938 13　 志波彦神社社殿が完成

1940 15　 鹽竈神社に「御山の文庫」が開館

1943 18　 宮城県塩釜中学校（市立）が開校

塩竈実科高等女学校が塩竈高等女学校に昇格

1946 21　 塩竈市体育協会が発足、塩竈市公民館開設（本町 塩竈パプテスト教会内）

第1回市民大運動会を開催、25回目まで開催

1947 22　 第一中学校、第二中学校、第三中学校、浦戸中学校が開校

公民館運営委員30名を公選

第1回塩竈市美術展開催

1948 23　 公民館設置条例を公布

第1回成人を祝う式開催

宮城県塩釜中学校（市立）が宮城県塩釜高等学校（市立）に昇格

塩竈高等女学校が塩釜女子高等学校に昇格

石浜小学校が浦戸小学校に合併

1949 24　 塩竈市中学校体育連盟が発足

1950 25　 浦戸村が塩竈市に合併

公民館設置及び管理条例制定
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西暦 和暦 塩 竈 の 動 き

1951 昭和26年 社会教育委員を設置

塩竈市公民館（現 塩竈市杉村惇美術館）が完成

公民館浦戸分館（寒風沢）が開館

1952 27　 教育委員会法により教育委員4氏を公選

第7回国民体育大会が宮城、山形、福島で開催

特別名勝「松島」が指定される（市内では浦戸諸島、越の浦・杉の入裏・新浜町の一部）

1953 28　 浦戸第二小学校開校（浦戸第一小学校から分離独立）

市公民館浦戸分館が分離独立

1954 29　 全国優良公民館として文部大臣から表彰

1956 31　 地方教育行政法により市長が教育委員を任命

1957 32　 公民館に講堂が完成

視聴覚教育委員会を設置

第一小学校月見ヶ丘分校開校

1958 33　 月見ヶ丘小学校開校（第一小学校から分離独立）

1959 34　 鹽竈神社が県の有形文化財に指定

1962 37　 玉川中学校開校（第一中学校から分離独立）

文化財保護条例制定

1963 38　 月見ヶ丘市民プール（25ｍ）が完成（平成8年度閉鎖）

月見ヶ丘小学校が環境緑化コンクール全国特選を受賞

1964 39　 最初の完全給食が月見ヶ丘小学校で開始（各学校順次開始し、昭和52年に全校実施）

第三小学校が全校焼失（7箇所で分散授業）

塩竈サッカースポーツ少年団が発足

1965 40　 第三小学校新校舎完成（前年校舎全焼）

塩竈神社博物館開館

1967 42　 第1回市民書道展

塩釜医師会附属准看護学院開院

1970 45　
宮城県塩釜高等学校（市立）、塩釜女子高等学校が県立に移管、宮城県塩釜高等学校、
宮城県塩釜女子高等学校となる

浦戸第一小学校が中月地区に移転

鹽竈神社のタラヨウ（多羅葉樹）が県の天然記念物に指定

1971 46　 市民運動会に代わる第1回市民球技大会を開催

1972 47　 視聴覚教材センターを設置

市長部局に文化施設建設事務局を設置

新浜町公園グラウンドを開設

1973 48　 第一小学校創立100周年

1974 49　 第二中学校が楓町に新築移転

浦戸公民館（野々島）が開館

1975 50　 月見ヶ丘スポーツ広場開設

市芸術文化協会発足

1976 51　 市立図書館開館

東玉川に公民館新館完成（本町は分室に）
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西暦 和暦 塩 竈 の 動 き

1977 昭和52年 杉の入小学校開校（二小から分離独立）

玉川小学校開校（月見小から分離独立）

塩竈医師会寄贈の移動図書館車「しおかぜ号」サービス開始

青少年相談センターを開設

1978 53　 玉川中学校が権現堂に新築移転

1979 54　 伊達家歴代藩主奉納糸巻太刀35振が県の有形文化財に指定

鹽竈神社藻塩焼神事が県の無形民俗文化財に指定

1981 56　 スポーツ振興審議会設置

清水沢近隣公園スポーツ広場を開設

1982 57　 文化体育施設建設基金創設

1983 58　 杉小に第4種公認グラウンド開設

1984 59　 第1回市民文化祭開催　自然教室推進事業を開始

1985 60　 玉川中学校にナイター設備完成

カマ神（竈神面）10体が県の有形民俗文化財に指定

1986 61　 上の原運動場跡地に塩竈市総合体育館が完成

1987 62　 鹽竈神社の鹽竈ザクラが国の天然記念物に指定

1989 平成元年 中の島公園にスポーツ施設開設

ラッコ船開盛丸の遺留品が戻る

1990 2　 全国高校総体バドミントン競技開催

カメイこどもの夢づくり基金を創設

1991 3　 市民交流センター（遊ホール・市民図書館・視聴覚センター）開館

1993 5　 県が「けやき教室」開設

第一中学校,浦戸中学校に教育用コンピューターを導入

1995 7　 ジョージ･リー氏（英）を初の国際交流員に招致

1996 8　 雇用促進事業団が勤労者プールを建設（現 塩竈市温水プール・ユープル）

1997 9　 カメイ夢基金事業ベンチュラ市（米）で中学生海外研修を実施（～平成13年迄）

外国語指導助手（ＡＬＴ）を設置

1998 10　 生涯学習基本構想を策定

生涯学習施設「ふれあいエスプ塩竈」が開館

移動図書館「プクちゃん号」サービス開始

1999 11　 （おじゃまします！まちづくり）しおがま出前講座開講

2000 12　 市民図書館がオンライン情報検索サービス、インターネット予約サービスを開始

2001 13　 塩竈市体育協会がNPO法人格を取得

塩竈学問所開講、全国高校バドミントン選手権大会開催

第56回国民体育大会が宮城県で開催（塩竈市はバドミントン）

市体育施設の運営委託化（塩竈市体育協会）

杉村惇画伯の絵画の寄贈を受け、市内公共施設に常設展示

畑中みゆき選手が本市出身者初のオリンピック出場（ソルトレイクシティ）

2002 14　 鹽竈神社が国の重要文化財に指定

2003 15　 浦戸第一小学校を浦戸第二小学校に統合
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西暦 和暦 塩 竈 の 動 き

2004 平成16年 市内小中学校の耐震化事業開始（～平成22年迄）

2005 17　 浦戸中学校敷地内に浦戸第二小学校を移転し、浦戸小中併設校開設

浦戸小中併設校県内初の特認校制度を導入（学区外児童生徒の受入を行なう）

2006 18　 市体育施設の運営に指定管理者制度を導入

第59回優良公民館として文部科学大臣から表彰

第1回教育フェスティバル開催（令和元年事業終了）

市民図書館が浦戸ブルーセンターで浦戸図書サービスを開始

鬼房の小径完成、菅野美術館（民間）開館

2007 19　 第60回塩竈市美術展を開催、第1回フォトフェスティバル開催

第1回全国公民館報コンクール（「WAY」と「エスプKID'S」）特別賞(第3位)を受賞

2008 20　 第1回佐藤鬼房顕彰全国俳句大会開催

電子図書館システム更新により、新システムの本格稼動開始

2009 21　 市内小中学校に電子黒板及び校務用パソコン整備

2010 22　 塩竈市体育館がネーミングライツを適用（塩釜ガス体育館）、シオーモの小径完成

一流アスリート誘致先導事業実施、ホームページ「文化の港シオーモ」開設

市内全小中学校の耐震化事業完了

宮城県塩釜高等学校と宮城県塩釜女子高等学校が再編統合により宮城県塩釜高等学校となる

2011 23　 東日本大震災により小中学校及び社会教育、社会体育施設に甚大な被害

　 学校施設の災害復旧工事終了

2012 24　 社会教育・体育施設の災害復旧工事終了

2013 25　 塩竈市教育委員会事務所が公民館本町分室から壱番館分庁舎へ移転

学校給食運営プランの策定

教育委員会定例会の会議録をホームページ等で公開開始

2014 26　 塩竈市杉村惇美術館開館

丹六園店舗兼主屋が国の登録有形文化財に指定

籬が島が国の名勝「おくのほそ道の風景地」に指定

2015 27　 「浦戸第二小学校」を「浦戸小学校」へ校名変更、浦戸小中一貫教育を開始

2016 28　 塩竈市教育大綱策定

2017 29　 塩竈市教育振興基本計画策定

市内小中学校全校で小中一貫教育の本格実施

第41回全国高等学校総合文化祭　みやぎ総文2017（塩竈市は小倉百人一首かるた）

平成29年度全国高等学校総合体育大会＜南東北インターハイ＞（塩竈市は少林寺拳法）

「政宗が育んだ“伊達”な文化」が文化庁の「日本遺産」に認定

志波彦神社鹽竈神社境内林が文化庁の「ふるさと文化財の森」に認定

2018 30　 月見ヶ丘小学校校舎長寿命化改良工事完了

勝画楼が日本遺産「政宗が育んだ“伊達”な文化」の構成文化財に追加登録

2019 令和元年 塩竈市杉村惇美術館が「地域創造大賞（総務大臣賞）」受賞

2020 2　 新型コロナウイルス感染症拡大のため小中学校が3月～5月臨時休校

第三中学校校舎長寿命化改良工事完了

市内小中学校空調施設整備完了

市内小中学校児童生徒1人1台タブレット型パソコン整備完了
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西暦 和暦 塩 竈 の 動 き

2021 令和3年 市内小中学校で2学期制導入

塩竈市学校運営協議会規則施行

「けやき教室」と学びの支援センター「コラソン」を統合し、教育支援センター「コラソン」開設

青少年相談センターが公民館から壱番館庁舎3階（教育委員会内）へ移転

市制施行80周年記念事業として中学生国際交流研修事業を実施

2022 4　 第2期塩竈市教育振興基本計画策定（塩竈市教育大綱として位置付け）

塩竈市生涯学習プラン策定

2023 5　 第一小学校創立150周年

2024 6　 「公民館」「ふれあいエスプ塩竈」「遊ホール」「市民図書館」の４施設が指定管理者制度を導入

杉村惇美術館の市民共働プログラムが令和６年度「障害者の生涯学習支援活動」に
係る「文部科学大臣表彰」受賞

塩釜ガス体育館大規模改修工事開始

2025 7　 第二小学校創立100周年

2026 8　 塩釜ガス体育館大規模改修工事完了
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２．歴代教育委員会委員長 

氏     名 就任年月日 退任年月日 備     考 

石母田 文 彦 昭和 27 年 11 月 1 日 昭和 30 年 3 月 31 日  

佐 藤 貞 寿 昭和 30 年 4 月 21 日 昭和 30 年 12 月 14 日  

菊 池   峻 昭和 30 年 12 月 15 日 昭和 31 年 5 月 23 日  

中 野 功 次 昭和 31 年 5 月 24 日 昭和 31 年 9 月 30 日  

芳 賀 奈七郎 昭和 31 年 10 月 1 日 昭和 45 年 1 月 11 日  

鈴 木 三 郎 昭和 45 年 4 月 13 日 昭和 47 年 9 月 30 日  

金 田   直 昭和 47 年 10 月 17 日 昭和 50 年 10 月 4 日  

色 川 松 吉 昭和 50 年 10 月 20 日 昭和 52 年 9 月 30 日  

金 田 雅 夫 昭和 52 年 10 月 1 日 昭和 59 年 3 月 31 日  

山 田 恭 道 昭和 59 年 4 月 16 日 平成 元年 10月  6日  

平 間   新 平成 元年 10 月 11 日 平成 4 年 9 月 30 日  

高 橋 寅 雄 平成 4 年 10 月 15 日 平成 14 年 3 月 31 日  

東海林 良 雲 平成 14 年 4 月 1 日 平成 21 年 10 月 6 日  

菅 原 周 一 平成 21 年 10 月 9 日 平成 24 年  9 月 30 日  

柴 田 仁市郎 平成 24 年 10 月 2 日 平成 28 年  4 月 1 日  

※平成 26年に地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、任期の末日をもって、教育委員長

職が順次廃止されることとなりました。 

 

３．歴代教育委員会教育長 

氏     名 就任年月日 退任月日 備     考 

須 藤   良 昭和 28 年 4 月 1 日 昭和 30 年 3 月 31 日  

相 馬   力 昭和 30 年 4 月 1 日 昭和 38 年 9 月 30 日  

山 本   林 昭和 38 年 10 月 1 日 昭和 42 年 9 月 30 日  

杉 山   峻 昭和 42 年 12 月 22 日 昭和 57 年 3 月 31 日  

熱 海 畊四郎 昭和 57 年 4 月 2 日 昭和 62 年 3 月 31 日  

菅 野   聰 昭和 62 年 4 月 1 日 平成 2 年 3 月 31 日  

佐 藤 一 郎 平成 2 年 4 月 1 日 平成 3 年 12 月 21 日  

武 山 清 彦 平成 4 年 4 月 2 日 平成 15 年 3 月 31 日  

小 倉 和 憲 平成 15 年 11 月 28 日 平成 24 年 4 月 1 日  

髙 橋 睦 麿 平成 24 年 4 月 2 日 令和  2 年 4 月 1 日  

吉 木   修 令和 2 年 4 月 2 日 令和 5 年 10 月 31 日 令和 6年 3月 31日まで空席 

黒 田 賢 一 令和 6 年 4 月 1 日  現 職 
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４．歴代教育委員会委員 

氏     名 就任年月日 退任月日 備     考 

石 黒 平 吉 昭和 27 年 11 月 1 日 昭和 28 年 10 月 2 日  

佐 藤 貞 寿 昭和 27 年 11 月 1 日 昭和 31 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

菊 池   峻 昭和 27 年 11 月 1 日 昭和 31 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

中 野 功 次 昭和 27 年 11 月 1 日 昭和 31 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

鈴 木 清 蔵 昭和 28 年 10 月 3 日 昭和 31 年 9 月 30 日  

大 場 三 郎 昭和 31 年 10 月 1 日 昭和 34 年 5 月 30 日  

佐 藤   幌 昭和 31 年 10 月 1 日 昭和 38 年 9 月 30 日  

鈴 木 三 郎 昭和 31 年 10 月 1 日 昭和 47 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

桜 井 源 作 昭和 34 年 10 月 1 日 昭和 36 年 9 月 30 日  

宍 戸 茂 男 昭和 36 年 10 月 1 日 昭和 44 年 9 月 30 日  

金 田   直 昭和 38 年 10 月 1 日 昭和 50 年 10 月 4 日 委員長期間重複 

色 川 松 吉 昭和 44 年 10 月 1 日 昭和 52 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

亀 井 文 蔵 昭和 45 年 4 月 1 日 昭和 51 年 9 月 30 日  

佐々木 勘 助 昭和 47 年 10 月 1 日 昭和 55 年 9 月 30 日  

阿 部 勘九郎 昭和 50 年 10 月 5 日 昭和 62 年 10 月 4 日  

金 田 雅 夫 昭和 51 年 10 月 1 日 昭和 59 年 3 月 31 日 委員長期間重複 

山 田 恭 道 昭和 52 年 10 月 1 日 平成 元年 10 月 6 日 委員長期間重複 

平 間   新 昭和 55 年 10 月 1 日 平成 4 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

高 橋 寅 雄 昭和 59 年 4 月 1 日 平成 14 年 3 月 31 日 委員長期間重複 

鈴 木 武 次 昭和 62 年 10 月 5 日 平成 12 年 9 月 14 日 委員長期間重複 

東海林 良 雲 平成 元年 10 月 7 日 平成 21 年 10 月 6 日 委員長期間重複 

菅 原 周 一 平成 4 年 10 月 1 日 平成 24 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

渡 邊 郁 子 平成 12 年 9 月 29 日 平成 15 年 4 月 14 日  

永 沼   宏 平成 14 年 4 月 1 日 平成 20 年 9 月 30 日  

平河内 則 子 平成 15 年 6 月 16 日 平成 19 年 10 月 4 日  

庄 子 洋 子 平成 19 年 10 月 5 日 平成 23 年 10 月 4 日  

氏 家 瑞 惠 平成 20 年 10 月 1 日 平成 24 年 9 月 30 日  

山 田 達 磨 平成 21 年 10 月 7 日 平成 29 年 10 月 6 日  

太 田   忍 平成 23 年 10 月 5 日 令和 元年 10 月 4 日  

柴 田 仁市郎 平成 24 年 10 月 1 日 令和 2 年 9 月 30 日 委員長期間重複 

池 野 暢 子 平成 24 年 10 月 1 日 令和 2 年 9 月 30 日  

佐 浦  弘 一 平成 29 年 10 月 7 日 令和 3 年 10 月 6 日  
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氏     名 就任年月日 退任月日 備     考 

松 田 攝 子 令和 元年 10 月 5 日  現 職 

髙 橋 輝 兆 令和  2 年 10 月 1 日  現 職 

佐 藤   香 令和  2 年 10 月 1 日  現 職 

菅 井 信 吉 令和  3 年 10 月 7 日  現 職 
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５．塩竈市教育委員会各種委員名簿 
 

１．教 育 委 員 

(令和8年4月1日現在) 

職     名 氏     名 職 業 

教 育 長 黒 田 賢 一  

職務代理者 髙 橋 輝 兆 医 師 

委 員 

松 田 攝 子 元 小 学 校 長 

佐 藤   香 幼 稚 園 長 

菅 井 信 吉 会 社 員 

事 務 局 教 育 総 務 課 

 

 

２．校 長 会 

(令和8年度) 

職     名 氏     名 所     属 

会 長 髙 橋 紳一郎 第 一 小 学 校 

副 会 長 佐 藤 秋 生 第 三 中 学 校 

庶 務 藤 村 博 之 月 見 ヶ 丘 小 学 校 

会   計 谷 内 幸 絵 第 三 小 学 校 

会 員 

菅 原   淳 第 二 小 学 校 

阿 部   崇 杉 の 入 小 学 校 

渡 邊 宏 紀 玉 川 小 学 校 

舘 内   俊 浦 戸 小 ・ 浦 戸 中 

我 妻 敬 一 第 一 中 学 校 

松 﨑 和佳子 第 二 中 学 校 

大川口 裕 義 玉 川 中 学 校 

 

 

３．社 会 教 育 委 員 

(令和8年7月1日現在) 

職     名 氏     名 所     属 

委 員 長 小地沢 将 之 学 識 経 験 者 

副 委 員 長 伊  藤  和  代 市民代表（家庭教育） 

委 員 

菊 地 愛 香 市民代表（社会教育） 

小 野 和 恵 塩竈市地域女性団体連絡協議会 

桑 原 成 典 塩 竈 市 議 会 

髙 橋 紳一郎 塩 竈 市 校 長 会 

鈴 木 佐久子 市民代表（家庭教育） 

鈴 木 晶 晴 塩竈市父母教師会連合会 

栁 沼 たりゑ 塩釜市芸術文化協会 

事 務 局 生 涯 学 習 課 

 

４．文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 

(令和8年4月1日現在) 

職     名 氏     名 専  門  分  野 

会 長 髙 橋 守 克 考 古 学 

職務代理者 茂  木  裕  樹 歴 史 学 

委 員 

菅 原 善 幸 塩 竈 市 議 会 議 員 

小 林 敬 一 都市計画・都市デザイン 

齋 藤 善 之 歴 史 学 

牧   雅 之 植 物 学 

中 村 琢 巳 建 築 学 

事 務 局 生 涯 学 習 課 

 

５．青少年相談センター運営協議会委員 

(令和8年8月1日現在) 

職     名 氏     名 所     属 

会 長 鎌 田 礼 二 塩 釜 市 保 護 司 会 

副 会 長 佐々木 玲 子 塩 釜 市 更 生 保 護 女 性 会 

委 員 

横 江 政 洋 青少年育成塩竈市民会議 

高 橋 かおる 塩竈市父母教師会連合会 

佐 藤 哲 也 塩 釜 警 察 署 

大 泉 美津子 仙台保健福祉事務所 

伊 藤 吉 隆 しおがま社会福祉協議会 

舘 内   俊 塩 竈 市 校 長 会 

志 野 英 朗 福祉子ども未来部社会福祉事務所 

郷 古 勝 浩 教育委員会生涯学習課 

事 務 局 学校教育課（青少年相談センター） 

 

６．生涯学習センター審議会委員 

(令和8年7月1日現在) 

職     名 氏     名 所     属 

委 員 

小地沢 将 之 学 識 経 験 者 

佐 藤 秋 生 塩 竈 市 校 長 会 

鈴 木 悦 代 塩 竈 市 議 会 

伊 藤 範 子 塩竈市美術展実行委員会 

加 藤 信 助 浦戸振興推進協議会 

岡 崎 雅 芳 公 民 館 教 室 講 師 

小 松 ユ ミ サ ー ク ル しの 笛 

鈴 木 佐久子 託児ボランティアそるとっと 

柏 原 洋 子 虹 の 会 

上 島 眞 雄 千 賀 の 浦 大 学 

事 務 局 生 涯 学 習 課 
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７．市民交流センター審議会委員 

(令和8年7月1日現在) 

職     名 氏      名 所 属    

委 員 長 小地沢 将 之 学 識 経 験 者 

委 員 

菅 原   淳 塩 竈 市 校 長 会 

菅 野 政 子 遊ホール利用者代表 

岩 根 祐 子 図書館利用者代表 

扇   恵美子 図書館利用者代表 

鈴 木 佐久子 社 会 教 育 委 員 

鈴 木 新 一 塩 竈 市 議 会 

事 務 局 生 涯 学 習 課 

 

８．スポーツ推進審議会委員 

(令和8年7月1日現在) 

職     名 氏     名 所     属 

委 員 

佐 藤 敬 広 学 識 経 験 者 

鈴 木 健 史 塩 釜 医 師 会 

我 妻 敬 一 塩 竈 市 校 長 会 

砂 口  絵梨子 民間スポーツスタジオ 

神 野 真 也 塩竈市障がい者福祉協会 

柳 沢 潤 一 塩 竈 市 体 育 協 会 

飯 渕   健 塩竈市スポーツ推進委員 

青 沼 幸 彦 塩釜市スポーツ少年団 

事 務 局 生 涯 学 習 課 

 

９．スポーツ推進委員 

(令和8年4月1日現在) 

職     名 氏     名 専  門  分  野 

委 員 長 藤  崎  雅  久 サ ッ カ ー 

委 員 

木 村 紀 子   陸 上 

武  山  雅  志 ス キ ー 

大  山  邦  夫 柔 道 

結 城 里 美 バ レ ー ボ ー ル 

小 山 奈穂美 水 泳 

飯 渕   健 サ ッ カ ー 

佐 藤 孝 幸 バスケットボール 

菊 地 貴 典 野 球 

高 島 孝 哉 サ ッ カ ー 

室 田 勇 人 陸 上 

事 務 局 生 涯 学 習 課 
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